
ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業

研修生報告書
期間  2 019年9月～2 02 0年7月第21期
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公益財団法人  ダスキン愛の輪基金

https://www.ainowa.jp/

〒564-0063 大阪府吹田市江坂町3-26-13
TEL：06-6821-5270  FAX：06-6821-5271 



来日

開講式

オリエンテーション

日本語・手話研修

日本語・手話成果発表会

集団研修①

ホームステイ

スキー研修

個別研修

研修生交流会

集団研修②

成果発表会
（オンライン開催）

修了式
（オンライン開催）

2019年
9月23日（月）

9月24日（火）

9月25日（水）～10月2日（水）

9月26日（木）～12月11日（水）、
1月7日（火）、8日（水）

12月4日（水）

12月12日（木）～26日（木）、
1月23日（木）、28日（火）～31日（金）

12月27日（金）～1月6日（月）

2020年
1月24日（金）～27日（月）

1月9日（木）～22日（水）、
2月3日（月）～5月8日（金）

1月31日（金）

5月11日（月）～8月3日（月）

7月26日（日）

7月30日（木）

（任期：2019年4月1日～2021年3月31日）

寺島　彰

山口　和彦

河村　宏

嶋本　恭規

野村　美佐子

村瀬　道雄

廉田　俊二

川口　聖

（公財）日本障害者リハビリテーション協会 参与

NPO法人　居宅移動支援事務所 TOMO 事務局長

NPO法人 支援技術開発機構 副理事長

（一財）全日本ろうあ連盟 理事

（公財）日本障害者リハビリテーション協会 参与

（社福）光友会

NPO法人 メインストリーム協会 理事長

国立民族学博物館　外来研究員

ダスキン・アジア太平洋
障害者リーダー育成事業とは
　国連・アジア太平洋経済社会委員会が決議した
「アジア太平洋障害者の十年」の中間点にあたる
1999年、財団ではその要請に応えて、アジア・太平洋
地域の障がいのある若者を日本に招へいし、約10ヵ
月間、日本の障がい者福祉や日本の文化を学んでい
ただき、帰国後は母国の障がい者リーダーとして活躍
していただこうと人材育成事業を開始しました。
　2021年までに、29の国や地域から141名の研修
生がこのプログラムで研修し、母国で障がい者リー
ダーとして活躍しています。
　この冊子は第21期生の研修報告書をまとめさせ
ていただいたものです。日本語・日本手話研修に始
まり、各人の研修目的に合った機関や団体での充実
した個別研修、そして一生の思い出となるボラン
ティア家庭でのお正月ホームステイやスキー研修
と、4名の研修生が、何を学び、何を感じたかが綴ら
れています。ぜひご一読ください。
　研修を担当された公益財団法人日本障害者リハ
ビリテーション協会、お世話になった機関や団体の
皆様、愛の輪会員の皆様のお力添えに改めて感謝
申し上げますとともに、今後もダスキン・アジア太平
洋障害者リーダー育成事業に格別のご理解とお力
添えを賜りますよう心からお願い申し上げます。
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ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業
実行委員会 委員

全体研修日程

アーワン・ムハンマド

アリ・トミー・ヘーゼルマン

アンジュ・バラル

ヒョウ・ティー・ルー

C O N T E N T S
ダスキン・アジア太平洋
障害者リーダー育成事業とは

全体研修日程
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アーワン・ムハンマド

３）ろう者および手話に対する意識向
上活動について。

４）日本のろう協会や組織の見学
この４つです。 

モルディブのろう社会の現状
モルディブはインド洋に浮かぶ島国で、
人口はわずか40万人ほどです。モル
ディブには1,190もの島があります。全
土のろう者・聴覚障がい者は1,287人で
す。首都のマレに手話通訳者は３人しか
いません。他の島で人が居住していると
ころに手話通訳者はまったくいません。
聴覚障がい者は手話通訳者がいないこ
とで大変苦労しています。モルディブに
は手話通訳者が勉強を進め他の国で手
話通訳者がどのように活動しているか
を見る機会もないのです。また、ろうの
人たちが居住する諸島にはろう協会も
ありません。唯一協会があるのが首都
マレです。他の島では手話通訳者がい
ないため、ろう者はまったく情報にアク
セスできないのです。ろうの人たちが住
む島の多くでは手話で教えてもらうこ
とができないので、モルディブの言語で
あるディベヒ語や英語をまったく読めま
せん。また首都で使われている手話はこ
うした島の人たちが使っている手話と
は違うのです。首都では一般的な、標準
的な手話が使われるのに対し、他の島は
そうではありません。場所によって使う
手話が違うため、ろう者のコミュニティ
の中ですらコミュニケーションが成り立
たないのが現状です。

モルディブろう協会の
エンパワメントと
強化に向けたビジョン
私の名前はアーワン・ムハンマドです。
第21期ダスキン研修の研修生です。出
身地はモルディブです。ダスキン研修に
ついては、2018年に、同研修にモルディ
ブから研修生として参加していたディナ
さんから話を聞いて知っていました。私
はモルディブろう協会（MDA）に関わっ
ていますが、協会にさまざまな問題が
あるので、この機会に研修に応募し、日
本で知識や経験を得てどうしたらモル
ディブろう協会の機能や活動を改善で

きるのか知りたいと考えまし
た。研修では４つ、学びた
いと思っていたことがあ
りました。

１）ろう者のための運営と
活動について。

２）手話通訳者の育成に
ついて。

権利擁護、手話への意識向上に向けて
活動したいです。とくに、ろう者がさま
ざまな障壁を克服し新しい「ニュー・
ノーマル」を確立できるよう励ましてい
きたいです。また、全土で手話を通じて
ニュースやメディアへのアクセスが可能
になるようにしたいと考えています。 

感謝の言葉
ダスキン愛の輪基金および日本障害者
リハビリテーション協会の皆様に御礼
を申し上げたいと思います。研修の間
支えてくださった皆さんのことは生涯
忘れません。モルディブでも日本で研修
を通じ学んだことを活かし、ろうのコ
ミュニティの発展に努めたいと思いま
す。「ろう運動が夢を作る」というスロー
ガン、忘れません。皆様お一人おひとり
に改めて感謝申し上げます。日本でこの
ように素晴らしい旅路を用意してくださ
り本当にありがとうございました。
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モルディブ（マレ）出身　27歳　聴覚：ろう
　研修目標
ろう協会の組織運営や業務内容
手話通訳者の養成
ろう者・手話に関する啓発活動
ろう者に関する団体・施設の視察
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ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業
実行委員会 委員（敬称略・順不同） 
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3ヵ月にわたる日本語と
日本手話の勉強
日本に到着して最初の３ヵ月は、日本手
話（JSL）と日本語（ひらがな、カタカナ、
漢字）を勉強しました。ひらがなやカタ
カナはわかるようになりましたが、漢字
の理解はとても難しかったです。日本語
の読み書きには集中して取り組みまし
た。日本手話は大変興味深かったです。
日本手話及び日本語を指導してくだ
さった先生方には大変感謝しています。

私が参加した研修プログラム
グループ研修の一環として、リーダー
シップ研修がありました。カバーされて
いる分野はさまざまでした。いろいろ
違う障がいのある障がい者との関わり
方について学びました。リーダーシップ
研修ではさまざまなスキルを学ぶこと
ができ、一番興味深いプログラムとな
りました。モルディブでもろうコミュニ
ティのために同様のプログラムを立ち
上げて、ろう者が知識を身につけるこ
とができるように、またろう者の基本
的な権利擁護のために活動したいと思
います。

お正月のホームステイ
12月には岩手でホームステイを経験し
ましたが、とても楽しいひと時となりま
した。雪を見たのは生まれて初めてで、
とても嬉しかったです。お世話になった
ご家族はろうのご両親と、健聴者の娘
さんでした。お互い手話でいろいろ会話
を楽しみました。滞在中は岩手の美しい
場所に連れていっていただきました。ホ
ストファミリーの同僚の方にもお会いし
ましたが、大変親切で、またとてもフレ
ンドリーでお互いを助け合う関係でし
た。私の人生で最も素晴らしかった経験
の一つとなりました。

個別研修
日本ASL協会（JASS）: 
ここではプレゼンテーションのスキルを
学び始めました。ろうコミュニティやモ
ルディブの文化に即したプレゼンテー
ションテクニックについても学びまし
た。モルディブで公衆を前にプレゼンを
したことがなかったので、当初はプレゼ
ンで情報を説明することを難しく思い
ましたが、何度も何度も練習しました。
自分の暮らしやモルディブの文化、モル
ディブのろう協会についてのスライドを

作り１時間ほどのプレゼンとなりまし
た。初めてプレゼンをすることにとても
ワクワクしました。プレゼンのテクニッ
クを教えてくださった久美子先生に感
謝いたします。

沖縄聴覚障害者情報センター: 
沖縄ではモルディブと同様に、島に暮ら
すろうの人たちがいました。ろうの人た
ちが手話通訳を必要なときは、那覇か
ら諸島にろうのスタッフや手話通訳者が
派遣される仕組みになっていました。ま
た、他の島に住むろうの人たちにも必要
な情報が提供されるようになっていま
した。電話リレーサービスも見学しまし
た。都市部か島しょ部かにかかわらずろ
うの人がビデオ通話をしたい場合は、電
話リレーサービスセンターにいる手話
通訳者を通じてビデオ電話ができるよ
うになっているのです。また、センター
からの手話通訳者派遣も見学しました。
ろう者と健聴者の間のバリアを埋める
大変重要なサービスであるという印象
を持ちました。この経験から、モルディ
ブの島々でも同様のサービスを立ち上
げたいと思いました。 

鳥取県聴覚障害者協会：
鳥取県聴覚障害者協会では、事務局長
の石橋さんにお会いしました。ろう運動
の歴史を大変興味深く伺いました。「ろ
うの運動が夢を作る」がモットーである
と教わりました。非常に感銘を受けまし
た。石橋さんはさらにリーダーとしての
資質について、またどうやってリーダー
シップ能力を育成していくのかについて
教えてくださいました。ご自身の経験を

話してくださったのは大変有難かったで
す。ろうあ者相談員（ろうカウンセラー）
やろう者のイベントについても知りまし
た。同様の活動をモルディブのろう協会
でも立ち上げたいと思いました。

兵庫県聴覚障害者協会: 
兵庫県聴覚障害者協会にはいろいろな
部門があり、高齢部、女性部、青年部、ス
ポーツ部などがありました。女性部やス
ポーツ部の活動について学ぶことがで
きました。モルディブのろう協会でも女
性部、青年部、スポーツ部を立ち上げら
れたらと考えました。子育て、結婚や家
族関係などの課題を解決し、ろうの女性
の権利擁護をするために女性部は重要
です。女性部に参加すれば女性たちは
安心できる環境でいろいろ情報交換し、
知識や社会生活についてのノウハウを
身につけるためのセッションに参加した
りできます。これ以外に、京都・全国手
話研修センターの日本手話研究所につ
いても学びました。ここでは手話の研究
を進め、すべての県に対し新しい単語が
出てきたら通知して、手話を作成しま
す。議論を重ね、すべての協会の意見を
取りまとめます。ある単語についての手
話ができたら、動画にして説明し、選出
されたチームの監督のもとにウェブサイ
トで発表されます。それを見て関係者が
全てコメントをし、そこでやっと新しい
手話が決定されます。決定されて初め
て、新しい手話を入れた本が出版となり
ます。モルディブでもそれぞれの島で手
話チームがこういうことができるように
したいと思いました。また、ろう者に対
する基本的な手話の教え方や、手話の
動画を健聴者のトレーナーが読み書き
してろうの人に意思疎通の方法を教え
るやり方も学びました。私も新しい手話
トレーニングの教本を作って手話を学
びたい人に伝えたいです。

帰国した後、達成したい目標
帰国後、私はモルディブろう協会のため
に下記の４つのことを達成したいと考え

ています。
1. 協会の運営と活動の改善。3つの島
で新しい協会を立ち上げ、女性部、青年
部、高齢部を作りたいと考えています。
ろうの人たちが集まって一緒にプログラ
ムに参加し、知識を向上させて自分たち
をエンパワーできるようにしたいと考え
ています。
2. モルディブの手話の向上。モルディブ
の手話を分析し、発展させ、より多くの
表現を網羅した新しい手話辞典を作り
たいです。それぞれの島の言語の手話
を研究し、すべてのろうの人たちが地元
の手話を学べるようにしたいと考えて
います。
３．手話通訳者の育成。ろうの人たちは
生活のいろいろな局面で手話通訳を必
要としているので、手話通訳者を増や
し、スキルも伸長させたいと思います
4. コミュニティの権利擁護・情報提供。
社会の意識向上を目指し、障がい者の

権利擁護、手話への意識向上に向けて
活動したいです。とくに、ろう者がさま
ざまな障壁を克服し新しい「ニュー・
ノーマル」を確立できるよう励ましてい
きたいです。また、全土で手話を通じて
ニュースやメディアへのアクセスが可能
になるようにしたいと考えています。 

感謝の言葉
ダスキン愛の輪基金および日本障害者
リハビリテーション協会の皆様に御礼
を申し上げたいと思います。研修の間
支えてくださった皆さんのことは生涯
忘れません。モルディブでも日本で研修
を通じ学んだことを活かし、ろうのコ
ミュニティの発展に努めたいと思いま
す。「ろう運動が夢を作る」というスロー
ガン、忘れません。皆様お一人おひとり
に改めて感謝申し上げます。日本でこの
ように素晴らしい旅路を用意してくださ
り本当にありがとうございました。
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Awwam Mohamed Awwam Mohamed

個別研修日程・研修場所

Individual Training Schedule
2020年1月～2020年5月

1月16日（木）～2月7日（金）

1月10日（金）、14日（火）

2月12日（水）～2月21日（金）

2月25日（火）～3月6日（金）

3月9日（月）～5月8日（金）

日本ASL協会

全日本ろうあ連盟

沖縄県聴覚障害者協会
沖縄聴覚障害者情報センター

鳥取県聴覚障害者協会

兵庫県聴覚障害者協会
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サモア（アピア）出身　30歳　視覚：全盲
　研修目標
日本の障がい者支援の技術や方法（全ての障がい別）
インクルーシブ社会の実現にむけた日本の社会・法律制度
リーダーシップスキルの習得
日本文化

1
2
3
4

はじめに:
皆さん、タロファ（こんにちは）。
私は南太平洋に位置する美しい島国、サ
モアの出身です。趣味はいろいろな言語
や文化を学ぶこと、権利擁護ツールとし
てFacebookを使うこと、新しく人に
会って、人脈やパートナーシップを築く
ことです。サモアから研修生が選ばれた
のは初めてのことで、障がい者のための
研修事業に選出していただいたことを
光栄に思っています。この研修で私の人
生はまさに一変しました。

私はサモアで国立の障
がい者権利擁護団体
および、サモアの視覚
障がい者団体を代表
して参加しています。
今回の研修で身につ
いた知識、スキル、経
験は私のサモアの障
がい者団体に、そ
して若い視覚
障がい者

として個人的にも深く関連のあるもの
だと強く感じています。

日本語と日本語点字の
授業について
日本に到着して３ヵ月、私たち研修生は
日本語の基礎を学ぶという大変貴重な
機会を与えられました。日本語の授業
は日本の人たちと意思疎通をはかるだ
けでなく、思い出深い友人関係や人脈、
果ては将来仕事上のパートナーシップ
を築く能力を養うのに不可欠です。目
の見えない私にとっては個人的にも、
日々の日本での暮らしに必要なことを
人に伝えたりするうえで大切でした。日
本語を学ぶことで日本の人の考え方を
より理解し、日本のさまざまな障がい
者団体がなぜ、そしてどのように、障が
い者の生活向上に向けてそれぞれサー
ビスを提供したり、いろいろな考え方
の啓蒙に努めたりしているのかが理解
できたので、大変感謝しています。
また、日本語の点字は素晴らしく、生き
た言葉であると感じました。勉強できた
ことを大変感謝しています。サモアでも
点字の普及に努めたいと思います。
日本では自販機、看板、電車の駅の説
明書きなど、ありとあらゆる公共の場に
点字が見られたことに大変驚きまし
た。サモアで働き、生活している日本
人、またサモアを訪れる日本の観光客
に対し、今回学んだ日本語を使ってコ
ミュニケーションを図り、サモアや太平
洋地域にある日系の援助団体と提携
関係を築いていきたいと思います。
研修期間中、私たち研修生はグルー
プ研修で、自分たちと違うさまざま
な障がいのある人たちについて学
ぶ機会が与えられました。種類に関

わらず全ての障がいに関する活動や提
携関係を作っていくための知識やスキ
ル、なかでも種類に関わらず全ての障
がいを対象とするアプローチが必要と
される全国レベルの権利擁護運動に必
要な知識やスキルを学ぶうえで、大変
貴重な学びでした。
グループ研修の間は、いくつか大学も訪
問しました。それぞれ障がいを持つ学
生のための支援センターを備えており、
障がいのない学生との交流や人脈作り
を支えていました。こうしたグループ研
修からは多くの学びがあっただけでな
く、私たち４人の研修生もこのグループ
研修ではお互い助け合い、チームワー
クやスケジュール管理について学び、
日々のグループ研修における責任の果
たし方についても学んだため、お互いの
絆が強まるきっかけとなりました。また
学んだ内容の全てはすべて実用的であ
るだけでなく、生涯にわたってとても大
切なことばかりでした。

個別研修
個別研修では日本中のさまざまな団体
に派遣され、目が見えない、あるいは視
覚障がいのある人たちをサポートするの
に必要な大切なスキルについて学びま
した。障がい者授産所ウイズでは目の見
えない人や視覚障がいのある人たちを
対象としたさまざまな仕事や、同授産所
の提供するサービスについて学びまし
た。ウイズのワークショップでは、白杖の
作り方も習いました。難しかったですが

何とか作ることができ、他にも実用的な
スキルを習いました。また、ブラインド
サッカーに参加したり、視覚障がい者の
学校を訪ねたり、能力開発ワークショッ
プに参加したりして、いろいろな人と交
流し、つながることができました。
日本点字図書館でも研修しました。ここ
ではラジオの対談や意識向上プログラ
ムに参加したりして、同図書館のさまざ
まなサービスについて学びました。なか
でも点字図書の作り方や販売について
学んだのですが、サモアの私の協会でも
点字資料を作っているので、非常に有用
なスキルを学ぶことができたと思ってい
ます。また、デイジーのフォーマットにつ
いても初めて知りました。「ふれる博物
館」も面白かったですし、日本点字図書
館創立者や、図書館の歴史についても学
びました。2013年にマレーシアとサモア
でそれぞれ日本点字図書館のご厚意に
より開催された池田輝子ICT奨学金事
業、およびデジタル点字研修事業の研修
生として学んだ経験があったことから、
点字図書館を訪れてこのような経験を
できたことは特別な思い出となりまし
た。今回は歩行訓練を受け、移動方法に
ついて研修を受けて、手で触ったり、点
字ブロックを頼りに歩き、自分で電車に
乗って移動する方法を学びました。いず
れも人生が一変する経験でした。
また、「ゆに」という団体も訪問しまし
た。「ゆに」ではインクルーシブ教育サー
ビスおよび重度の障がいがある人を対
象とした介助サービスについて学びまし
た。また、目の見えない人、特に高齢に
なってから目が見えなくなった人のヘル
パー向けの３日間の集中研修にも参加
しました。大変楽しく忘れがたい経験で
した。また、京都の観光地のアクセシビ
リティ調査にも参加することができまし
た。さらに、目の見えない学生がアクセ
スできる資料を提供している大学も訪れ
ました。さらに、目が見えない・視覚障が
いのある学生や社会人にも会いました。
お互いのこれまでの経験を語り合い、日
本では「食べニケーション」とか「飲みニ

ケーション」と言われますが、インフォー
マルな形でつながることができ、彼らから
は多くのことを学びました。
また、日本ライトハウスでは、オンラインの
デジタル図書館「サピエ」について学びま
した。サピエは点字およびデイジーの本や
オーディオフィルムを多数所蔵していま
す。サービスフロアにある所蔵品をいろい
ろ試したり、オーディオガイドについて学
んだり、初めて盲導犬を連れて歩く体験を
したりしました。また、大阪ではそれ以外に
も、大阪のライトハウスとの提携により、あ
るいはライトハウスのサービスの一環とし
て、目の見えない人のサポートをしている
小規模の団体を複数訪問しました。竹下ご
夫妻のお宅にも滞在させていただき、お二
人の生活についても学ばせていただきま
した。大変励みになる経験でした。また、大
阪の重要な史跡なども訪れることができ、
一瞬一瞬が楽しい滞在でした。
４月から６月まではコロナウイルスによる
緊急事態宣言が発令され、国際視覚障害
者援護協会（IAVI）に避難することとなり
ました。この協会はマッサージや針灸など
の職業技術を学べるようアジアやアフリ
カの若い視覚がい者に奨学金を提供して
います。ここでは生涯の友となる人たちに
出会いました。いつか、サモアの代表もこ
の奨学金の対象として研修に参加できれ
ばと思います。緊急事態の間は、デイジー
の本を作る方法についての研修を受けま
した。スキルとしては大変難しいものの、
私のサモアの団体においては絶対的に実
用的なスキルだと感じました。
また、自立生活スキルもいくつか習いまし
た。これらのスキルによって前より自立し
て生活することができるようになったの
で、大変感謝しています。また、自分で物
事を決断し、できるだけ自分で支出計画
を立てることもできるようになりました。

そのほかの経験
冬休みには、ホームステイに参加するこ
とができ、東京で榎本さん、郡司さんの
お宅にお邪魔しました。お世話になって
いた間、日本の新年のお祝いや、日本の

家族生活、文化のほか、歴史についても
より深く学びました。また、日本のサモア
コミュニティともつながることができま
した。日本に滞在していた間、異国での我
が家ともいえる生活をさせていただき、
サポートしてくださり、特にコロナウイル
スの蔓延による緊急事態宣言下で私を励
まし続けてくださったすべての皆様にい
つまでも深い感謝の念に堪えません。
また、緊急事態宣言下では「チームふわふ
わ」ともご縁がありました。チームふわふ
わでは障がいのある人たちに関わる活
動についてさらに教えていただき、千葉
県のとても和やかで落ち着いたスポット
にも連れていっていただきました。

今後の歩みについて
サモアに戻ってから着手したいと思って
いることは次のとおりです。

●身につけた日本語および日本点字の
スキルを維持し、伸ばし、日本の皆さ
んとの人脈を広げたいと思っていま
す。長期にわたるパートナーシップが
築ければと考えています。

●研修で得た知識を他の人と共有し、虐
待防止や障がい者の平等など、さま
ざまな分野に関する研修を実施した
いです。

●点字作成サービスをさらに向上させ、
日本で実施されている点字による投
票システムをサモアでも導入したいと
思います。

●目の見えない読者に本を紹介するサ
ピエ図書館を例として提案し、サモア
および太平洋地域各国の政府に働き
かけ、マラケシュ条約批准を呼び掛け
たいと思います。

●サモアのICT協会と協働して、オー
ディオガイド、オーディオつき映画や
ドキュメンタリーの利用を促進するプ
ロジェクトを推進したいと思います。

●JICAに働きかけてデイジープロジェク
トを発動させたいです。

●目の見えない人たちのためだけでな

く、障がいを持つすべての人のために
活動を続け、サモアの障がい者の生
活向上に努めたいと思います。

まとめ
この場をお借りして、私および他の研修
生たちがダスキンの研修の間、大変貴重
なスキルを身につける手助けをしてくだ
さったすべての団体の皆様に御礼を申し
上げたいと思います。お時間を割きご親
切にしてくださり、目の見えない人たち
にだけでなく、日本の障がいのあるすべ
ての人のために皆様の団体が提供なさっ
ているサービスを快くご紹介いただいた
ことを、厚く御礼申し上げます。
また、日本語や日本点字を教えてくださ
いました先生方、アーワンさんのために
通訳をしてくださった手話通訳の方、研
修の間英語通訳をしてくださり、私たち
と日本や日本の生活様式の間の橋渡し
をしてくださった中村さん、心よりありが
とうございました。
また、ホストファミリーの皆さん、温かく
迎えてくださり、本当にありがとうござ
いました。
さらに、世界でもっともアクセシブルな
場所である戸山サンライズの、この上な
く素晴らしいスタッフの皆様、私をはじ
め、他のダスキン研修生が日本滞在中、
ご親切にしていただいたことと皆様のお

気遣い、本当にありがとうございました。
また、同期生のヒョウさん、アンジュさ
ん、アーワンさん、サポートとヘルプをあ
りがとうございました。皆さんは素晴ら
しいリーダーです。これからのご活躍を
祈っています。
また、日本障害者リハビリテーション協
会の研修課スタッフの皆様、同期の研
修生に対し、なかでも私に対しては日々
のサポートに加え、特に点字やデジタル
資料がちゃんと整っているか常に確認し
てくださり、コロナウイルス蔓延下にお
いても追加の研修を考えてくださり、さ
らに帰国のためのフライトを手配してく
ださり、心よりありがとうございました。
受けたご親切に対し言葉ではとても感
謝の念を書き尽くせません。また新しく

リーダーとなるダスキン研修生をお迎
えになるにあたり、すべてが滞りなく進
みますよう、お祈りしております。
最後になりましたが、ダスキン愛の輪

基金の皆様、研修プログラムを提供し
てくださり、本当にありがとうございま
した。このプログラムによって私の人生
は一変することとなりました。今後も多

くの皆様の人生を変えることになろう
ことを信じてやみません。

　ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業の研修

生を鳥取県聴覚障害者協会として、受け入れすることも初

めてのことでした。

　アーワンさんが学びたいことに私たちがうまく応えられ

るかどうか不安でした。

　実際にアーワンさんと出会い、その人柄に惹かれ、その

不安も感じませんでした。

　鳥取での研修は約二週間の研修でしたが、アーワンさん

との出会いは私たちにとって貴重な時間であり、アーワン

さんから学ぶこともたくさんありました。

　モルディブの状況からモルディブのろう者たちをなんと

かしたいというアーワンさんの想いが私たちにも伝わり、

私たちの励みにもなりました。

　鳥取での研修で学んだことはたくさんありますが、これだ

けは決して忘れないで欲しい。

　一人ひとりの仲間を大事にし、組織を固め、アーワンさ

んが求めるモルディブの「形」はろうあ運動で実現できる

ものです。

　アーワンさんなら、きっと成し遂げるでしょう。

　鳥取から応援していますのでぜひやり遂げてください。いつ

か、再びアーワンさんと出会えることを楽しみにしています。

　公益社団法人 鳥取県聴覚障害者協会

事務局長　石橋　大吾

アーワンさん、研修大変お疲れ様でした。
新型コロナウイルス感染症の拡大で色 と々大変だったと思います。

Message to Trainee

　彼にモルディブのろう者たちの人権について色々と考え

ている事を聞いた時、“この人は真剣にモルディブのろう

者仲間のために考えている”ことがとても伝わってきたの

を今でも鮮明に覚えています。

　来日のあと、日本語や日本手話言語習得のため、すぐ

に会う事はなかったのですが、今年の3月から兵庫で研修

がはじまった時は、運悪くコロナの流行による緊急事態

宣言の真っ最中でした。

　現場実習は叶わなかったのですが、毎日、真面目にろう

協会本部事務所へ来て研修を受けては私の所に来て、分

からない事等、積極的に質問をしていました。

　楽しい会話もあったのですが、本当に真面目で将来、モ

ルディブのろう者たちを守るべくどうしていくか真剣に考

えていました。聞こえる人が多数の社会に私たちも一緒

に生きていく為にはまず手話言語通訳者を養成しなけれ

ばならない！と張り切っていました。

　また私がアジア地域でろう活動をしていることから、

モルディブろう協会も世界ろう連盟及びアジア地域にも

加盟し、他国の良い事例を取り入れていく為に共に活動

をしたいと決意していた事がとても印象的でした。

　帰国した今、コロナ禍で集まれず、思うように活動がで

きない中、オンライン活動など何かできないかと相談の

TV電話がかかってくるたびに、相変わらず熱心に頑張っ

ているなあと感心しています。

兵庫県聴覚障害者協会

事務局長　嶋本　恭規

研修生へのメッセージ

アーワン・ムハンマドさんとの思い出や期待したいこと

Message to Trainee研修生へのメッセージ
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個別研修日程・研修場所

Individual Training Schedule

はじめに:
皆さん、タロファ（こんにちは）。
私は南太平洋に位置する美しい島国、サ
モアの出身です。趣味はいろいろな言語
や文化を学ぶこと、権利擁護ツールとし
てFacebookを使うこと、新しく人に
会って、人脈やパートナーシップを築く
ことです。サモアから研修生が選ばれた
のは初めてのことで、障がい者のための
研修事業に選出していただいたことを
光栄に思っています。この研修で私の人
生はまさに一変しました。

私はサモアで国立の障
がい者権利擁護団体
および、サモアの視覚
障がい者団体を代表
して参加しています。
今回の研修で身につ
いた知識、スキル、経
験は私のサモアの障
がい者団体に、そ
して若い視覚
障がい者

として個人的にも深く関連のあるもの
だと強く感じています。

日本語と日本語点字の
授業について
日本に到着して３ヵ月、私たち研修生は
日本語の基礎を学ぶという大変貴重な
機会を与えられました。日本語の授業
は日本の人たちと意思疎通をはかるだ
けでなく、思い出深い友人関係や人脈、
果ては将来仕事上のパートナーシップ
を築く能力を養うのに不可欠です。目
の見えない私にとっては個人的にも、
日々の日本での暮らしに必要なことを
人に伝えたりするうえで大切でした。日
本語を学ぶことで日本の人の考え方を
より理解し、日本のさまざまな障がい
者団体がなぜ、そしてどのように、障が
い者の生活向上に向けてそれぞれサー
ビスを提供したり、いろいろな考え方
の啓蒙に努めたりしているのかが理解
できたので、大変感謝しています。
また、日本語の点字は素晴らしく、生き
た言葉であると感じました。勉強できた
ことを大変感謝しています。サモアでも
点字の普及に努めたいと思います。
日本では自販機、看板、電車の駅の説
明書きなど、ありとあらゆる公共の場に
点字が見られたことに大変驚きまし
た。サモアで働き、生活している日本
人、またサモアを訪れる日本の観光客
に対し、今回学んだ日本語を使ってコ
ミュニケーションを図り、サモアや太平
洋地域にある日系の援助団体と提携
関係を築いていきたいと思います。
研修期間中、私たち研修生はグルー
プ研修で、自分たちと違うさまざま
な障がいのある人たちについて学
ぶ機会が与えられました。種類に関

わらず全ての障がいに関する活動や提
携関係を作っていくための知識やスキ
ル、なかでも種類に関わらず全ての障
がいを対象とするアプローチが必要と
される全国レベルの権利擁護運動に必
要な知識やスキルを学ぶうえで、大変
貴重な学びでした。
グループ研修の間は、いくつか大学も訪
問しました。それぞれ障がいを持つ学
生のための支援センターを備えており、
障がいのない学生との交流や人脈作り
を支えていました。こうしたグループ研
修からは多くの学びがあっただけでな
く、私たち４人の研修生もこのグループ
研修ではお互い助け合い、チームワー
クやスケジュール管理について学び、
日々のグループ研修における責任の果
たし方についても学んだため、お互いの
絆が強まるきっかけとなりました。また
学んだ内容の全てはすべて実用的であ
るだけでなく、生涯にわたってとても大
切なことばかりでした。

個別研修
個別研修では日本中のさまざまな団体
に派遣され、目が見えない、あるいは視
覚障がいのある人たちをサポートするの
に必要な大切なスキルについて学びま
した。障がい者授産所ウイズでは目の見
えない人や視覚障がいのある人たちを
対象としたさまざまな仕事や、同授産所
の提供するサービスについて学びまし
た。ウイズのワークショップでは、白杖の
作り方も習いました。難しかったですが

何とか作ることができ、他にも実用的な
スキルを習いました。また、ブラインド
サッカーに参加したり、視覚障がい者の
学校を訪ねたり、能力開発ワークショッ
プに参加したりして、いろいろな人と交
流し、つながることができました。
日本点字図書館でも研修しました。ここ
ではラジオの対談や意識向上プログラ
ムに参加したりして、同図書館のさまざ
まなサービスについて学びました。なか
でも点字図書の作り方や販売について
学んだのですが、サモアの私の協会でも
点字資料を作っているので、非常に有用
なスキルを学ぶことができたと思ってい
ます。また、デイジーのフォーマットにつ
いても初めて知りました。「ふれる博物
館」も面白かったですし、日本点字図書
館創立者や、図書館の歴史についても学
びました。2013年にマレーシアとサモア
でそれぞれ日本点字図書館のご厚意に
より開催された池田輝子ICT奨学金事
業、およびデジタル点字研修事業の研修
生として学んだ経験があったことから、
点字図書館を訪れてこのような経験を
できたことは特別な思い出となりまし
た。今回は歩行訓練を受け、移動方法に
ついて研修を受けて、手で触ったり、点
字ブロックを頼りに歩き、自分で電車に
乗って移動する方法を学びました。いず
れも人生が一変する経験でした。
また、「ゆに」という団体も訪問しまし
た。「ゆに」ではインクルーシブ教育サー
ビスおよび重度の障がいがある人を対
象とした介助サービスについて学びまし
た。また、目の見えない人、特に高齢に
なってから目が見えなくなった人のヘル
パー向けの３日間の集中研修にも参加
しました。大変楽しく忘れがたい経験で
した。また、京都の観光地のアクセシビ
リティ調査にも参加することができまし
た。さらに、目の見えない学生がアクセ
スできる資料を提供している大学も訪れ
ました。さらに、目が見えない・視覚障が
いのある学生や社会人にも会いました。
お互いのこれまでの経験を語り合い、日
本では「食べニケーション」とか「飲みニ

ケーション」と言われますが、インフォー
マルな形でつながることができ、彼らから
は多くのことを学びました。
また、日本ライトハウスでは、オンラインの
デジタル図書館「サピエ」について学びま
した。サピエは点字およびデイジーの本や
オーディオフィルムを多数所蔵していま
す。サービスフロアにある所蔵品をいろい
ろ試したり、オーディオガイドについて学
んだり、初めて盲導犬を連れて歩く体験を
したりしました。また、大阪ではそれ以外に
も、大阪のライトハウスとの提携により、あ
るいはライトハウスのサービスの一環とし
て、目の見えない人のサポートをしている
小規模の団体を複数訪問しました。竹下ご
夫妻のお宅にも滞在させていただき、お二
人の生活についても学ばせていただきま
した。大変励みになる経験でした。また、大
阪の重要な史跡なども訪れることができ、
一瞬一瞬が楽しい滞在でした。
４月から６月まではコロナウイルスによる
緊急事態宣言が発令され、国際視覚障害
者援護協会（IAVI）に避難することとなり
ました。この協会はマッサージや針灸など
の職業技術を学べるようアジアやアフリ
カの若い視覚がい者に奨学金を提供して
います。ここでは生涯の友となる人たちに
出会いました。いつか、サモアの代表もこ
の奨学金の対象として研修に参加できれ
ばと思います。緊急事態の間は、デイジー
の本を作る方法についての研修を受けま
した。スキルとしては大変難しいものの、
私のサモアの団体においては絶対的に実
用的なスキルだと感じました。
また、自立生活スキルもいくつか習いまし
た。これらのスキルによって前より自立し
て生活することができるようになったの
で、大変感謝しています。また、自分で物
事を決断し、できるだけ自分で支出計画
を立てることもできるようになりました。

そのほかの経験
冬休みには、ホームステイに参加するこ
とができ、東京で榎本さん、郡司さんの
お宅にお邪魔しました。お世話になって
いた間、日本の新年のお祝いや、日本の

家族生活、文化のほか、歴史についても
より深く学びました。また、日本のサモア
コミュニティともつながることができま
した。日本に滞在していた間、異国での我
が家ともいえる生活をさせていただき、
サポートしてくださり、特にコロナウイル
スの蔓延による緊急事態宣言下で私を励
まし続けてくださったすべての皆様にい
つまでも深い感謝の念に堪えません。
また、緊急事態宣言下では「チームふわふ
わ」ともご縁がありました。チームふわふ
わでは障がいのある人たちに関わる活
動についてさらに教えていただき、千葉
県のとても和やかで落ち着いたスポット
にも連れていっていただきました。

今後の歩みについて
サモアに戻ってから着手したいと思って
いることは次のとおりです。

●身につけた日本語および日本点字の
スキルを維持し、伸ばし、日本の皆さ
んとの人脈を広げたいと思っていま
す。長期にわたるパートナーシップが
築ければと考えています。

●研修で得た知識を他の人と共有し、虐
待防止や障がい者の平等など、さま
ざまな分野に関する研修を実施した
いです。

●点字作成サービスをさらに向上させ、
日本で実施されている点字による投
票システムをサモアでも導入したいと
思います。

●目の見えない読者に本を紹介するサ
ピエ図書館を例として提案し、サモア
および太平洋地域各国の政府に働き
かけ、マラケシュ条約批准を呼び掛け
たいと思います。

●サモアのICT協会と協働して、オー
ディオガイド、オーディオつき映画や
ドキュメンタリーの利用を促進するプ
ロジェクトを推進したいと思います。

●JICAに働きかけてデイジープロジェク
トを発動させたいです。

●目の見えない人たちのためだけでな

く、障がいを持つすべての人のために
活動を続け、サモアの障がい者の生
活向上に努めたいと思います。

まとめ
この場をお借りして、私および他の研修
生たちがダスキンの研修の間、大変貴重
なスキルを身につける手助けをしてくだ
さったすべての団体の皆様に御礼を申し
上げたいと思います。お時間を割きご親
切にしてくださり、目の見えない人たち
にだけでなく、日本の障がいのあるすべ
ての人のために皆様の団体が提供なさっ
ているサービスを快くご紹介いただいた
ことを、厚く御礼申し上げます。
また、日本語や日本点字を教えてくださ
いました先生方、アーワンさんのために
通訳をしてくださった手話通訳の方、研
修の間英語通訳をしてくださり、私たち
と日本や日本の生活様式の間の橋渡し
をしてくださった中村さん、心よりありが
とうございました。
また、ホストファミリーの皆さん、温かく
迎えてくださり、本当にありがとうござ
いました。
さらに、世界でもっともアクセシブルな
場所である戸山サンライズの、この上な
く素晴らしいスタッフの皆様、私をはじ
め、他のダスキン研修生が日本滞在中、
ご親切にしていただいたことと皆様のお

気遣い、本当にありがとうございました。
また、同期生のヒョウさん、アンジュさ
ん、アーワンさん、サポートとヘルプをあ
りがとうございました。皆さんは素晴ら
しいリーダーです。これからのご活躍を
祈っています。
また、日本障害者リハビリテーション協
会の研修課スタッフの皆様、同期の研
修生に対し、なかでも私に対しては日々
のサポートに加え、特に点字やデジタル
資料がちゃんと整っているか常に確認し
てくださり、コロナウイルス蔓延下にお
いても追加の研修を考えてくださり、さ
らに帰国のためのフライトを手配してく
ださり、心よりありがとうございました。
受けたご親切に対し言葉ではとても感
謝の念を書き尽くせません。また新しく

リーダーとなるダスキン研修生をお迎
えになるにあたり、すべてが滞りなく進
みますよう、お祈りしております。
最後になりましたが、ダスキン愛の輪

基金の皆様、研修プログラムを提供し
てくださり、本当にありがとうございま
した。このプログラムによって私の人生
は一変することとなりました。今後も多

くの皆様の人生を変えることになろう
ことを信じてやみません。

2020年1月～2020年8月

1月10日（金）～22日（水）

2月5日（水）～7日（金）

2月18日（火）～29日（土）

2月4日（火）、12日（水）～14日（金）、17日（月）

3月1日（日）～16日（月）

3月17日（火）～28日（土）
4月2日（木）～8日（水）、8月24日（月）～26日（水）、
28日（金）、31日（月）

4月7日（火）～6月15日（月）

4月13日（月）～17日（金）、20日（月）、21日（火）、
24日（金）、27日（月）、28日（火）

ウイズ

難民を助ける会（AAR）

日本点字図書館

アットイーズ

ゆに

日本ライトハウス

生活訓練（木村先生）

国際視覚障害者援護協会（IAVI）

支援技術開発機構（ATDO）
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はじめに:
皆さん、タロファ（こんにちは）。
私は南太平洋に位置する美しい島国、サ
モアの出身です。趣味はいろいろな言語
や文化を学ぶこと、権利擁護ツールとし
てFacebookを使うこと、新しく人に
会って、人脈やパートナーシップを築く
ことです。サモアから研修生が選ばれた
のは初めてのことで、障がい者のための
研修事業に選出していただいたことを
光栄に思っています。この研修で私の人
生はまさに一変しました。

私はサモアで国立の障
がい者権利擁護団体
および、サモアの視覚
障がい者団体を代表
して参加しています。
今回の研修で身につ
いた知識、スキル、経
験は私のサモアの障
がい者団体に、そ
して若い視覚
障がい者

として個人的にも深く関連のあるもの
だと強く感じています。

日本語と日本語点字の
授業について
日本に到着して３ヵ月、私たち研修生は
日本語の基礎を学ぶという大変貴重な
機会を与えられました。日本語の授業
は日本の人たちと意思疎通をはかるだ
けでなく、思い出深い友人関係や人脈、
果ては将来仕事上のパートナーシップ
を築く能力を養うのに不可欠です。目
の見えない私にとっては個人的にも、
日々の日本での暮らしに必要なことを
人に伝えたりするうえで大切でした。日
本語を学ぶことで日本の人の考え方を
より理解し、日本のさまざまな障がい
者団体がなぜ、そしてどのように、障が
い者の生活向上に向けてそれぞれサー
ビスを提供したり、いろいろな考え方
の啓蒙に努めたりしているのかが理解
できたので、大変感謝しています。
また、日本語の点字は素晴らしく、生き
た言葉であると感じました。勉強できた
ことを大変感謝しています。サモアでも
点字の普及に努めたいと思います。
日本では自販機、看板、電車の駅の説
明書きなど、ありとあらゆる公共の場に
点字が見られたことに大変驚きまし
た。サモアで働き、生活している日本
人、またサモアを訪れる日本の観光客
に対し、今回学んだ日本語を使ってコ
ミュニケーションを図り、サモアや太平
洋地域にある日系の援助団体と提携
関係を築いていきたいと思います。
研修期間中、私たち研修生はグルー
プ研修で、自分たちと違うさまざま
な障がいのある人たちについて学
ぶ機会が与えられました。種類に関

わらず全ての障がいに関する活動や提
携関係を作っていくための知識やスキ
ル、なかでも種類に関わらず全ての障
がいを対象とするアプローチが必要と
される全国レベルの権利擁護運動に必
要な知識やスキルを学ぶうえで、大変
貴重な学びでした。
グループ研修の間は、いくつか大学も訪
問しました。それぞれ障がいを持つ学
生のための支援センターを備えており、
障がいのない学生との交流や人脈作り
を支えていました。こうしたグループ研
修からは多くの学びがあっただけでな
く、私たち４人の研修生もこのグループ
研修ではお互い助け合い、チームワー
クやスケジュール管理について学び、
日々のグループ研修における責任の果
たし方についても学んだため、お互いの
絆が強まるきっかけとなりました。また
学んだ内容の全てはすべて実用的であ
るだけでなく、生涯にわたってとても大
切なことばかりでした。
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えない人や視覚障がいのある人たちを
対象としたさまざまな仕事や、同授産所
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た。ウイズのワークショップでは、白杖の
作り方も習いました。難しかったですが
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受けたご親切に対し言葉ではとても感
謝の念を書き尽くせません。また新しく

リーダーとなるダスキン研修生をお迎
えになるにあたり、すべてが滞りなく進
みますよう、お祈りしております。
最後になりましたが、ダスキン愛の輪

基金の皆様、研修プログラムを提供し
てくださり、本当にありがとうございま
した。このプログラムによって私の人生
は一変することとなりました。今後も多

くの皆様の人生を変えることになろう
ことを信じてやみません。

　アリさんの研修は、コロナ禍のため帰国が３ヶ月遅れ、１

年に及びました。その内、半年間は自粛を強いられる辛い

ものでしたが、アリさんは挫けず、ネットを活用して研修に

励みました。帰国の目途が立った時、さぞ喜ぶと思いきや、

「もっと日本に居てもいいですよ。勉強することは沢山あり

ますから」と言ったのには脱帽でした。

　アリさんが素晴らしかったのは、いつもまず相手を褒め

ること、何事にも感謝すること、そして出会った人の幸せを

祈ることでした。日本人ならお世辞になりかねないところで

すが、アリさんがあの天真爛漫な声で発する「素晴らしい

ねえ」「お世話になっております」「頑張ってくださあい」と

いう言葉には真心が溢れていました。

　もう一つ、アリさんから学んだのは「啓発」、つまり良いと

思うことを遠慮せず、広く伝えることの大切さです。アリさん

が日本語で作り、広めた「点字ブロックは足の手すりです」と

いうコピーは傑作でしたし、自粛期間中にお世話になった団

体を外国に紹介する英語パンフレットをデイジーで自作した

のも啓発の実践でした。

　帰国後もサピエ図書館やＳＮＳを活用して、大好きな日本

語の勉強を続けたいというアリさん。太平洋を超えて、サモ

アと日本の架け橋となり、日本の福祉制度やサービスの良い

ところをサモアに伝え、広めてください。

 社会福祉法人日本ライトハウス情報文化センター

竹下　亘

アリさんから教えられた4つの美徳

Message to Trainee

　言語を学ぶことが趣味のアリさん。「日本のリアルは日

本語でしか学べない」と言い、その流暢な日本語でいつ

も周囲の人たちと積極的にコミュニケーションをとった

り、研修テーマに関する日本語の資料を読んだりしてい

たことがとても印象的でした。研修では、「日本ではなぜ

そうするのか」、「日本での取り組みや現状をサモアでど

う活かすか」ということをいつも考えてくれていました。ア

リさんとたくさんディスカッションするなかで、私たちも

たくさん学びました。

　もう一つ、アリさんが特にすばらしかったのは、単に学

ぶだけでなく、学んだことを、サモアをはじめ、国内外の

仲間たちにSNS等を通じて積極的に発信していたことで

す。自分自身の学びをみんなの学びにしようとするその

様子を見て、アリさんは近い将来、きっとサモアの視覚障

害者のリーダーとして活躍するに違いないと思いました。

　人とのつながりを大切にするアリさん。これから、日本

で出会った多くの人々とのつながりを生かして、サモアで

素晴らしい活動をしてくれるでしょう。私たちも、アリさん

と互いに協力し合うことを楽しみにしています。アリさ

ん、一緒に頑張りましょう！

ゆに事務局

障害学生アドバイザー　安田　真之

研修生へのメッセージ

人とのつながりを大切にするアリさん。

Message to Trainee研修生へのメッセージ

Anju Baral

アンジュ・バラル

障
が
い
者
運
動
で
社
会
が
変
わ
る
。

ネパール（ポカラ）出身　27歳　肢体：脊髄損傷
　研修目標
自立生活運動の理念と実践
ピアカウンセリング
介助セービス制度の理解と実施
日本の重度障がい者への福祉制度と生活状況の理解
公共施設や交通機関のアクセシビリティ

1
2
3
4
5

みなさん、こんにちは！アンジュと申し
ます。ネパールから来ました。障がいは
脊髄損傷です。私は昨年9月に日本に
来て、いろいろなことを学びました。

１．日本語
日本に来て、まず日本語を勉強しまし
た。ネパールで全然勉強しませんでした
から、ちょっと難しかったですが、おも
しろかったです。先生のおかげで、個別

研修の時、日本
語で話すこと
ができました。

２．グループ研修
日本語が終わったら、グループ研修があ
りました。グループ研修で、日本の福祉
やリーダーシップ、障がい者の権利を
勉強しました。個別研修の後にもグルー
プ研修がありました。その時は、障害平
等研修（DET）や 企画書の書き方など
を習いました。グループ研修でいろいろ
と勉強して、日本の福祉はネパールより
いいと思いました。

3.個別研修
私の初めての個別研修は「自立生活セ
ンター東大和」でした。そこで私は介助
プランとピアカウンセリングを勉強し
ました。そして重い障がい者の家へ
ホームビジットに行きました。私は
初めて呼吸器を使っている人を
見ました。ネパールには多分、
呼吸器がないですから、重い
障がいのある人は早く亡く
なっていると思います。
次は「沖縄県自立生活セン
ターイルカ」でした。そこで、自
立生活運動、介助の研修、バリ
アフリーチェック、いろいろな
障がい者の生活について勉強

11
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個別研修日程・研修場所

Individual Training Schedule

みなさん、こんにちは！アンジュと申し
ます。ネパールから来ました。障がいは
脊髄損傷です。私は昨年9月に日本に
来て、いろいろなことを学びました。

１．日本語
日本に来て、まず日本語を勉強しまし
た。ネパールで全然勉強しませんでした
から、ちょっと難しかったですが、おも
しろかったです。先生のおかげで、個別

研修の時、日本
語で話すこと
ができました。

２．グループ研修
日本語が終わったら、グループ研修があ
りました。グループ研修で、日本の福祉
やリーダーシップ、障がい者の権利を
勉強しました。個別研修の後にもグルー
プ研修がありました。その時は、障害平
等研修（DET）や 企画書の書き方など
を習いました。グループ研修でいろいろ
と勉強して、日本の福祉はネパールより
いいと思いました。

3.個別研修
私の初めての個別研修は「自立生活セ
ンター東大和」でした。そこで私は介助
プランとピアカウンセリングを勉強し
ました。そして重い障がい者の家へ
ホームビジットに行きました。私は
初めて呼吸器を使っている人を
見ました。ネパールには多分、
呼吸器がないですから、重い
障がいのある人は早く亡く
なっていると思います。
次は「沖縄県自立生活セン
ターイルカ」でした。そこで、自
立生活運動、介助の研修、バリ
アフリーチェック、いろいろな
障がい者の生活について勉強

しました。イルカにいるとき、自立生活
センター希輝々にも行きました。知的
障がい者の畑仕事、ハンセン病の差別
について勉強しました。

私は研修で、障がい者運動で社会が変
わることを知りました。今、日本の障が
い者サービスはとても良くなっていま
す。それは、日本の障がい者運動のおか
げです。障がい者運動は大事です。私
は、障がい者が運動しないと、社会が
変わらないことがわかりました。

次は、鹿児島の「自立生活センターてく
てく」で、スポーツと自立生活の哲学を
勉強しました。私はスポーツが好きです
から、とても楽しかったです。初めて車
いすテニスと電動車いすサッカーをし
ました。電動車いすサッカーは誰でもで
きるスポーツです。重い障がいのある人
もできるので、すばらしいと思いまし
た。でも、ネパールには電動車いすがあ
りませんから、残念です。

次は名古屋の「AJU自立の家」に行きま
した。AJUには部署がたくさんあって、
仕事の内容もたくさんありました。その
中で特に、わだちコンピューターハウス
と愛知TRYが良かったです。
わだちコンピューターハウスでは、重度
障がい者がパソコンを使って仕事をし
ています。ネパールで重度障がい者に
は全然仕事がありません。重い障がい
のある人が楽しく仕事をしている様子
を見て、本当にいいなと思いました。
愛知TRYは、まずTシャツを作って売り
ます。そのお金でバリアフリーのための
ステッカーを作ります。そして、作ったT
シャツを着て、会社やお店に行って、
「バリアフリーにしてください」と話し
ます。バリアフリーの考え方をわかって
もらえたら、ステッカーをあげます。お

店の人は、そのステッカーを貼ることで
「バリアフリーに理解があるお店です」
とアピールすることができます。障がい
者にとっても、お店にとっても、嬉しく
て役に立つ活動だと思います。この活
動は若い障がい者と大学生が一緒にや
ります。大学生は障がい者と友達に
なって、障がい者のことがわかるように
なりますからとてもいいです。そして、
この活動はあまりお金がかかりません
から、ネパールでもできます。

４．日本での新しい経験
びっくりしたことは、自動販売機とトイ
レです。自動販売機はネパールにあり
ません。日本のトイレは水や風が出ま
す。そして、バリアフリーのトイレもあ
りますから、便利です。操作ボタンがあ
りますから、重い障がいのある人も使う
ことができます。
最初にバリアフリーのトイレを使った
とき、私は日本語ができませんでした。
説明は全部日本語でしたから、使い方
が分からなくて、トイレを出るまでに1
時間かかりました。英語の説明があった
ら、外国から来た障がい者もバリアフ
リートイレが使いやすくなりますね。
ヒョウさんと私は、勉強が終わったらい
つも遊びに行きました。ある日、私は

ヒョウさんの電動車いすのハンドルに
捕まって、一緒に行きました。でも小さ
い階段があることに気付かなかったの
で、私は車いすから落ちてしまいまし
た。電動車いすのヒョウさんは大丈夫
でしたが、私の体を起こすことができ
ませんでした。ヒョウさんは「ごめんね、
ごめんね」と私に言って、近くの日本人
に「手伝ってください」とお願いしまし
た。最初の人は忙しかったのでダメでし
た。でも次の人は手伝ってくれました。
これは面白い経験でした。

私は日本に来て、のんべぇになりまし
た。ネパールで全然お酒を飲みませんで
した。でも、皆さんと一緒にお酒を飲む
と、とても面白くて楽しい気持ちになり
ました。
神戸で船に乗ったことと、スキーはとて
も楽しい思い出です。日本はだいたい
バリアフリーですから、いろいろなこと
が経験できました。

５．ホームステイ
ホームステイの時、ホストファミリーと
一緒にキャンプに行きました。楽しかっ
たです。私の家族は本当にやさしいで
す。ネパールの家族みたいでした。お父
さんは面白い人です。お母さんは、日本
の文化や日本語など、いつもいろいろ
なことを教えてくれました。料理もとて
も上手です。着物を着たり、お寺へ行っ
たりしました。私はホームステイで日本
文化を経験することを楽しみにしてい
ましたから、とてもうれしかったです。

6．ネパールでやりたいこと
個別研修で障がい者運動について勉強
しました。運動が強くなったら、ネパー
ルの社会を変えることができると思い
ます。ですから、私はネパールでいろい
ろな活動をやりたいです。たとえば、ピ
アカウンセリング、バリアフリーチェッ

ク、そして自立生活体験室も作りたい
です。ネパールの障がい者の生活はと
ても難しいですから、頑張りたいです。
そして、障がい者のバスケットボール
チームも作りたいです。スポーツをする
と、新しい仲間ができると思います。そ
して、スポーツの経験から、障がい者を
エンパワーメントすることができます。
スポーツを使って、障がい者運動をもっ
と強くしたいです。そして、社会を変え
たいです。障がい者運動で社会が変わ
ると私は信じています。

７．日本に来て変わったこと
私は日本へ来て変わりました。日本語を
勉強して、日本人とコミュニケーション
できるようになりました。水泳ができる
ようになりました。ネパールに帰った
ら、障がい者運動を強くする自信がで
きました。

ダスキン愛の輪基金のみなさん、ダス
キンファミリーのみなさん、私にこの
チャンスをくださって、ありがとうござ

います。心から感謝しています。
最後に、日本でお世話になったすべての
人にお礼を言いたいです。みなさん、お

世話になりました。本当にありがとうご
ざいました。

2020年1月～2020年5月

1月10日（金）～1月22日（水）

2月3日（月）～3月9日（月）

3月11日（水）～3月28日（土）

3月31日（火）～5月8日（金）

自立生活センター・東大和

沖縄県自立生活センター・イルカ

自立生活センターてくてく

AJU自立の家
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みなさん、こんにちは！アンジュと申し
ます。ネパールから来ました。障がいは
脊髄損傷です。私は昨年9月に日本に
来て、いろいろなことを学びました。

１．日本語
日本に来て、まず日本語を勉強しまし
た。ネパールで全然勉強しませんでした
から、ちょっと難しかったですが、おも
しろかったです。先生のおかげで、個別

研修の時、日本
語で話すこと
ができました。

２．グループ研修
日本語が終わったら、グループ研修があ
りました。グループ研修で、日本の福祉
やリーダーシップ、障がい者の権利を
勉強しました。個別研修の後にもグルー
プ研修がありました。その時は、障害平
等研修（DET）や 企画書の書き方など
を習いました。グループ研修でいろいろ
と勉強して、日本の福祉はネパールより
いいと思いました。

3.個別研修
私の初めての個別研修は「自立生活セ
ンター東大和」でした。そこで私は介助
プランとピアカウンセリングを勉強し
ました。そして重い障がい者の家へ
ホームビジットに行きました。私は
初めて呼吸器を使っている人を
見ました。ネパールには多分、
呼吸器がないですから、重い
障がいのある人は早く亡く
なっていると思います。
次は「沖縄県自立生活セン
ターイルカ」でした。そこで、自
立生活運動、介助の研修、バリ
アフリーチェック、いろいろな
障がい者の生活について勉強

しました。イルカにいるとき、自立生活
センター希輝々にも行きました。知的
障がい者の畑仕事、ハンセン病の差別
について勉強しました。

私は研修で、障がい者運動で社会が変
わることを知りました。今、日本の障が
い者サービスはとても良くなっていま
す。それは、日本の障がい者運動のおか
げです。障がい者運動は大事です。私
は、障がい者が運動しないと、社会が
変わらないことがわかりました。

次は、鹿児島の「自立生活センターてく
てく」で、スポーツと自立生活の哲学を
勉強しました。私はスポーツが好きです
から、とても楽しかったです。初めて車
いすテニスと電動車いすサッカーをし
ました。電動車いすサッカーは誰でもで
きるスポーツです。重い障がいのある人
もできるので、すばらしいと思いまし
た。でも、ネパールには電動車いすがあ
りませんから、残念です。

次は名古屋の「AJU自立の家」に行きま
した。AJUには部署がたくさんあって、
仕事の内容もたくさんありました。その
中で特に、わだちコンピューターハウス
と愛知TRYが良かったです。
わだちコンピューターハウスでは、重度
障がい者がパソコンを使って仕事をし
ています。ネパールで重度障がい者に
は全然仕事がありません。重い障がい
のある人が楽しく仕事をしている様子
を見て、本当にいいなと思いました。
愛知TRYは、まずTシャツを作って売り
ます。そのお金でバリアフリーのための
ステッカーを作ります。そして、作ったT
シャツを着て、会社やお店に行って、
「バリアフリーにしてください」と話し
ます。バリアフリーの考え方をわかって
もらえたら、ステッカーをあげます。お

店の人は、そのステッカーを貼ることで
「バリアフリーに理解があるお店です」
とアピールすることができます。障がい
者にとっても、お店にとっても、嬉しく
て役に立つ活動だと思います。この活
動は若い障がい者と大学生が一緒にや
ります。大学生は障がい者と友達に
なって、障がい者のことがわかるように
なりますからとてもいいです。そして、
この活動はあまりお金がかかりません
から、ネパールでもできます。

４．日本での新しい経験
びっくりしたことは、自動販売機とトイ
レです。自動販売機はネパールにあり
ません。日本のトイレは水や風が出ま
す。そして、バリアフリーのトイレもあ
りますから、便利です。操作ボタンがあ
りますから、重い障がいのある人も使う
ことができます。
最初にバリアフリーのトイレを使った
とき、私は日本語ができませんでした。
説明は全部日本語でしたから、使い方
が分からなくて、トイレを出るまでに1
時間かかりました。英語の説明があった
ら、外国から来た障がい者もバリアフ
リートイレが使いやすくなりますね。
ヒョウさんと私は、勉強が終わったらい
つも遊びに行きました。ある日、私は

ヒョウさんの電動車いすのハンドルに
捕まって、一緒に行きました。でも小さ
い階段があることに気付かなかったの
で、私は車いすから落ちてしまいまし
た。電動車いすのヒョウさんは大丈夫
でしたが、私の体を起こすことができ
ませんでした。ヒョウさんは「ごめんね、
ごめんね」と私に言って、近くの日本人
に「手伝ってください」とお願いしまし
た。最初の人は忙しかったのでダメでし
た。でも次の人は手伝ってくれました。
これは面白い経験でした。

私は日本に来て、のんべぇになりまし
た。ネパールで全然お酒を飲みませんで
した。でも、皆さんと一緒にお酒を飲む
と、とても面白くて楽しい気持ちになり
ました。
神戸で船に乗ったことと、スキーはとて
も楽しい思い出です。日本はだいたい
バリアフリーですから、いろいろなこと
が経験できました。

５．ホームステイ
ホームステイの時、ホストファミリーと
一緒にキャンプに行きました。楽しかっ
たです。私の家族は本当にやさしいで
す。ネパールの家族みたいでした。お父
さんは面白い人です。お母さんは、日本
の文化や日本語など、いつもいろいろ
なことを教えてくれました。料理もとて
も上手です。着物を着たり、お寺へ行っ
たりしました。私はホームステイで日本
文化を経験することを楽しみにしてい
ましたから、とてもうれしかったです。

6．ネパールでやりたいこと
個別研修で障がい者運動について勉強
しました。運動が強くなったら、ネパー
ルの社会を変えることができると思い
ます。ですから、私はネパールでいろい
ろな活動をやりたいです。たとえば、ピ
アカウンセリング、バリアフリーチェッ

ク、そして自立生活体験室も作りたい
です。ネパールの障がい者の生活はと
ても難しいですから、頑張りたいです。
そして、障がい者のバスケットボール
チームも作りたいです。スポーツをする
と、新しい仲間ができると思います。そ
して、スポーツの経験から、障がい者を
エンパワーメントすることができます。
スポーツを使って、障がい者運動をもっ
と強くしたいです。そして、社会を変え
たいです。障がい者運動で社会が変わ
ると私は信じています。

７．日本に来て変わったこと
私は日本へ来て変わりました。日本語を
勉強して、日本人とコミュニケーション
できるようになりました。水泳ができる
ようになりました。ネパールに帰った
ら、障がい者運動を強くする自信がで
きました。

ダスキン愛の輪基金のみなさん、ダス
キンファミリーのみなさん、私にこの
チャンスをくださって、ありがとうござ

います。心から感謝しています。
最後に、日本でお世話になったすべての
人にお礼を言いたいです。みなさん、お

　アンジュとは、毎年10月に名古屋で開催される名古屋シ

ティハンディマラソンで初めて会い、その後、年末年始のホ

ストファミリーとして、個別研修の受け入れ先の研修コー

ディネイターとして関わらせていただきました。また今年は

新型コロナの影響で、研修後もAJU自立の家に滞在された

ので、約4カ月弱という長い期間を共に過ごすことができま

した。

　少しシャイでおとなしい性格のように見えますが、実は

とっても負けず嫌いなアンジュ（笑）スポーツ好きでチャレ

ンジ精神がとても旺盛で、いろいろな初体験を名古屋に滞

在中に経験されました！研修での勉強はもちろんですが、

それ以外に出会うたくさんの人達との交流の大切さや、コ

ミュニケーションを通して学ぶことの多さなど、貴重な体験

ができたと話してくれたのがとても印象的でした。帰国後

は、スポーツを通してポカラの障害者たちに啓発活動を進め

ていきたいと話してくれました。この研修がアンジュにとっ

て大きな一歩となり、彼女が日本での経験から学んだことを

今後は彼女がリーダーとなり、ポカラのたくさんの仲間達に

伝える存在となってくれることを信じています。これからの

アンジュの活躍を心から応援しています。LEAD ON!!

 AJU自立の家

宮地　あゆみ

これからのアンジュさんの活躍を応援しています。

Message to Trainee

アンジュバラルさん

　先ずは無事の帰国、本当に良かったです。コロナ禍の

中で心配が多かった研修でしたが、貴方の強い眼差しと

眩しい笑顔でそんなことは感じさせない日々でしたね。ア

ンジュさんの受け入れが決まった時、私たちは気を引き締

めました。それは「伝えられることは少ないけど何かお土

産を」ということ。鹿児島県は他県に比べて特に秀でるも

のはありません。しかしアンジュにとって、そして受け入れ

る私たちにとって良き時間になるよう心を尽くしました。

貴方はどこか飄々としていて最初は真面目さが足りない

な？と思っていたのですが、自国の大変さの話になると表

情は変わりました。その表情を見て一緒に頑張りたいと

思いました。そして困難な時にも飄々としていられるメン

タルは運動家にとって大切な要素だと感じました。

　アンジュさん、貴方がポカラのセンターに出会って人生

が変わって、笑顔になれたように今度は貴方がその立場

になってください。そしてそのために必要なことは自分の

環境含めてよい方向へと、どんどん頼んで変えていってく

ださい。僕らもずっとずっと応援しています。また必ず会

いましょう。

　PS バイクも絶対手に入れるぞー！またね。

自立生活センターてくてく

代表　川崎　良太

研修生へのメッセージ

困難な時も飄 と々

Message to Trainee研修生へのメッセージ

ヒョウ・ティー・ルー

私
を
一
変
さ
せ
た
日
本
の
旅

ベトナム（ハノイ）出身　28歳　肢体：脳性まひ
　研修目標
障がい者団体による政府への働きかけ
障がい者が受けられるサービスやケア
障がい者の自立を支える方策

1
2
3

私は2019年9月に来日しました。アク
セシブルなインフラが整い、私の国ベト
ナムとまったく異なる文化がある先進
国で生活するという期待感でわくわく
していました。しかしこの滞在は驚きに
満ち、思ってもみなかったことが次々に
起こる、私が想像していた以上に私の
人生を一変させるものとなりました。日
本でのダスキン研修生としての私の旅
路は、自分の生涯の目標を探し、将来な
りたいと思う自分を見つける旅となり
ました。2020年、新型コロナウイルス
が世界中に蔓延し、このため当初の計
画通りに帰国できない事態になってし

まいました。これまでのダスキン
の研修の21年の歴史の中で、
もっとも長く日本に滞在す
ることとなる研修生となっ
てしまったのです。このレ
ポートは、日本に到着してか
ら私がどのように変わって
いったかを手短にご紹介

するものです。 
日本に来て、
私は他の３
人の研修

生アンジュさん、アリさん、アーワンさ
んと共に３ヵ月日本語を勉強するカリ
キュラムを履修しました。日本語の授業
では新しい文化に触れただけでなく、
新しいコミュニケーションの方法を学
ぶこととなりました。日本の人たちは非
常に礼儀正しくコミュニケーションする
こと、また日本の人たちが他の人の話
に反応するやり方など、さまざまな新
しい表現を学びました。このおかげで、
私も以前より自信をもって人と話せる
ようになりました。
日本語の授業以外には、障がい者を対
象とした日本の福祉サービス制度や、
リーダーとなるうえで必要なソフトスキ
ルなどを題材にしたさまざまなグルー
プ研修がありました。たくさんのことを
学べて、ベトナムの現状との良い比較に
なりました。もっとも印象深かったこと
の一つが、「ドリームマップ」の作成で
す。自分が将来どのようになりたいかに
ついていろいろな設問があり、それに
答える形式なのですが、私はそれまで
何事にも一生懸命当たっていたもの
の、将来どうするか考えたことがなかっ
たので、このセッションで自分の将来像
を描き、自分のなりたいと思うリーダー
像を描くことができました。ドリーム
マップは大変良いツールだと思います。
ベトナムの友人たちにも是非紹介して
使ってもらいたいと思っています。
個別研修では、開始と同時に私の自立生
活経験プログラムも開始になりました。
2020年のお正月休みには、石井雅子さ
んのお宅にホームステイでお邪魔しまし
た。石井さんは神戸の「自立生活セン
ター・リングリング」のスタッフです。ホー

ムステイは、それまで勉強した日本語を
初めて実地に活かす経験となりました。
ほとんど何もわからない中で、石井さ
んのお母さんは大阪弁で私に語り掛け
続けてくださったのですが、私は分かっ
ているような振りをしてニコニコしてい
るしかない有り様でした。しかし数日す
るとホームステイの生活や大阪弁に慣
れてきて、楽になってきました。この間
は自立生活センター・リングリングの
皆さんと会ったり出かけたりしました
が、それ以外にもいろいろ新しい経験
をしました。たとえば着物を着たこと。
たこ焼きを作ったこと。有馬温泉でお
湯に浸かったこと、などです。わずか10
日のお休みでしたが、日本の文化に深
く触れることができました。 
個別研修では２つの福祉施設を訪れま
した。一つは岩手の田野畑村にある
「ハックの家」です。ハックの家は知的
障がいのある大人・子供を支援する施
設です。ここではたくさんの子供たちに
会い、どのように施設で一緒に過ごす
のか見せていただきました。次に訪れ
た施設は福島の「こころん」です。ここ
は農業や里山を活かした就労支援施設
です。ここでは農業による事業や、精神
障がいのある人たちとの作業について
学びました。
こころんの後は、さまざまな自立生活
センターを訪れ、日本の自立生活セン
ターについて学ぶ機会が与えられまし

た。 最初の2つは、神戸の自立生活セン
ター・リングリング、そして八王子の
ヒューマンケア協会でした。ここでは自
立生活のコンセプトを学んだほか、ピ
アカウンセリングの練習をしました。自
立生活については何年も前に聞いたこ
とがありましたが、コンセプトを実地で
行動に移している人たちにお会いした
のは初めてだったので、大変嬉しかった
です。自立生活がどのように日本で始
まったのかや、自立生活センターの現
在の役割などについて話してください
ました。 
次に向かったのは、メインストリーム協
会でした。パンデミックの状況だったの
で、当初１ヵ月とされていた研修の期間
が３ヵ月に延長され、おかげで自立生活
のコンセプトのほか、社会保護施設で
はなく自立生活センターのサービスを
利用しながら地域社会で暮らす人たち
の生活について学ぶことができました。
西宮駅に到着したときにはメインスト
リームの皆さんが100人も出迎えてくだ
さったのでびっくりしました。まるで有名
な歌手にでもなって、ファンが待ってく
れていたかのような気分になりました。
メインストリームの皆さんと過ごす中
で、仲間を持つことの力強さとパワーを
心底感じました。自立生活センターを運
営するには、仲間が必要です。そしてメ
ンバーの間に同じ価値観があることが
大切です。メインストリーム協会では、

書類やテキストなしに、このことを実地
で教えていただいて感謝しています。メ
インストリームでの活動を見て、聴いて
理解することができました。 
東京に戻る前に、「自立生活センター夢
宙」と、「自立支援センターぱあとなぁ」
も訪れました。また新しく友達ができ
てとても楽しかったです。
10ヵ月の研修を通じ、バリアフリー社
会、また障がい者のエンパワメント、仲
間同士のサポート、障がい者を対象と
した介助サービス、就労支援など、障が
い者が地域社会で自立して暮らす上で
大切なことを学びました。
日本に着いて最初に印象に残ったの
は、大都市のバリアフリー環境でした。
日本では電車やバスに乗って一人でほ
とんどどこでも行けますし、公共のビ
ルも障がい者にアクセシブルにできて
います。障がい者の先輩がたが権利擁
護を頑張り自立生活運動を展開してき
たおかげであることも分かったので、電
車に乗るたびに感謝の念を覚えまし
た。一人で車椅子でどこでも行け、自由
な気持ちになれたことは、私にとってと
ても意味がありました。ベトナムをアク
セシブルな国にしようという勇気が湧
いてきたからです。もちろん時間のかか
ることだとは思いますが、あきらめない
つもりです。
ヒューマンケア協会と自立生活セン
ター・リングリングでは、ピアカウンセ

リングを体験しました。日本語でのピ
アカウンセリングはなかなか大変でし
た。時々、何を言われているのか理解で
きないことがありましたが、ピアカウン
セリングによって、自分と自分の障がい
を大切にすることを学びました。「自分
自身を大切にする」はどんな人にとって
も、そしてとくに障がい者にとって、大
切な心構えです。ベトナムに帰ったら多
くの友人にこのことを伝えたいと思い
ます。自分を受け入れることができれ
ば、人生で次のステップに進めますし、
よりよい生き方をするにはどうしたら
いいか見定められるからです。
自立生活のコンセプトで学んだ重要な
ポイントの一つが、障がい者は自分で
決断を下し、その決断について責任を持
つ、ということです。これがどういうこ
とを意味しているのか、当初は分かりま
せんでした。メインストリーム協会でで
きた新しい友人たちが介助サービスを
利用しているのを見るまで分かりませ
んでした。たとえば、料理する場合、介
助者（PA）は障がい者の人がお願いし
た通りに料理します。そして出来た料理
がおいしくなくても、それは介助者の責
任ではなく、料理をどういう風にするの
か決断した障がい者の責任です。この
経験は本当に目から鱗でした。PAはケ

アワーカーとは全く違うのです。そし
て、障がい者が家族の重荷とならずに
尊厳をもって生活することを可能にす
る、素晴らしい仕事です。政府が自立生
活センターに助成金を出してユーザー
に対しこのサービスを提供できるよう
にしていることも素晴らしいです。障が
い者は何もかもぎりぎりまで自分でや
らなくても済むようになり、結婚も含
め、したいことをする時間とエネルギー
の余裕が生まれます。私にとってこの気
づきは大変意味のあることでした。ベト
ナムでは、いつでも、頑張って歩きなさ
い、と会う人すべてに言われ続けてきま
した。しかし日本では、電動車椅子を使
うことで時間ができ、自分の趣味であ
る写真を撮ることに振り向ける余力も
生まれました。つまり、自立生活とは、す
べてを自分でやることではなく、充分な
サポートと合理的配慮を受けて、自分
自身で物事を決め、結果について責任
をとることである、と学んだのです。神
戸の須磨海浜水族園でメインストリー
ムの脳性まひのスタッフによるグループ
の仲間と笑い合ったことを思い出すた
びに、メインストリームでの自立生活の
素晴らしさを思い出します。このときの
ことを思うと、私たち人間はそれぞれ誰
であっても、どんな障がいがあろうと、
自分の人生に対して決断を下す自由を
謳歌する権利がある、という思いを新
たにさせられます。 

新型コロナウイルスの感染の状況下、帰
国のフライトの調整がつくか待ってい

る中で、私たち4人の研修生は幸いにも
障がい平等研修に参加することができ
ました。非常に有意義な研修で、障がい
の定義について、また何をしたら社会
を変えることができるかの新しいアプ
ローチについて、そしてそれを他の人た
ちとどう共有するかを学びました。
この後、私を除く3人の研修生は帰国の
途に就きました。残された私は様々なソ
フトスキルの研修や、関心のある実証実
験などに時間を使って知識を磨こうと
決めました。中でも写真撮影の研修を
手配していただけたのは大変嬉しかっ
たです。プロの写真家のようにカメラを
使って撮影しようとは考えたこともあり
ませんでしたが、ニコンのカメラを使っ
てからは、カメラのレンズを通して物を
観察するのが大好きになりました。ま
た、写真のおかげで、自分の視点を分か

ち合える仲間もできました。帰国したら
こうしたスキルを活かして障がいのある
人たちについての前向きなイメージを広
めていきたいと思っています。 
また、美術館に行ったり絵画を描くクラ
スや焼き物のレッスンに参加したり、映
画を見たり、ペットカフェを訪れたり
と、さまざまな芸術・エンターテインメ
ント関係の活動にも参加しました。サッ
カーも見に行きました。こうした活動を
通して、知識だけでなく、車椅子ユー
ザーのためにこれらのサービスがどの
ように設計されているかを学ぶことが
できました。また、DPIの佐藤さんによ
る、アクセシブル・スタジアムの講義か
らは多くを学びました。 
さらに、再び八王子を訪れて、社会福祉
企業の活動を見学するチャンスもあり
ました。ここではさまざまな障がいを
持つ人たちが一緒に働いていました。と
ても良い経験でしたので、この経験に
ついてレポートをまとめ、ベトナムの友
人たちに送りました。この友人と日本モ
デルに基づいてどうやって職業研修セ
ンターを立ち上げられるかの議論にも
つながりました。 
最後に残った唯一の研修生になったお
かげで、日本障害者リハビリテーション
協会のスタッフの皆さんのお手配によ
り、雑誌のモデルをするとか、盲導犬の
協会を訪問するとか、美容の仕事に関
わっている人たちに会うなどそれまで
の研修の歴史にない初めての経験をす
る機会にも恵まれました。こうした「初
体験」によって、日本の障がい者の人た
ちにはより広範な道が開けていること
を知り、こうした皆さんがどのように全
ての人が同じ権利を享受できるインク
ルーシブな社会を作ろうとしているの
かを目の当たりにすることができたの
で、大変貴重な経験でした。
健康はとても大切ですから、滞在中は
リハビリのクリニックに通ったり、新宿
区障害者福祉センターのマッサージ
サービスを受けたりしました。また、電
動車椅子サッカーをしたり、アジアの障

がい者活動を支援する会（ADDP）の
ユニバーサル・スポーツフェスティバル
に参加したりしました。こういった運動
のおかげで、自信がつき、生活も楽しく
なりました。ベトナムでも脊髄損傷の仲
間たちとこうした経験を分かち合いた
いと思っています。 
2年続けて日本でお正月を迎えるとは
思っていませんでしたが、ライフクオリ
ティ・カーザを清里で経営する盛上さ
んご家族とお正月を過ごせたのはとて
も楽しかったです。一緒に花火を見に
行ったり、星を見たり（でも雪がすご
かったです）、美味しい食事をたくさん
ご一緒しました。一年で一番大切なお
正月という時間に、私の家族になってく
ださったのでした。 

ここまで書きましたが、ここではこの一
年で経験したことは書ききれません。
最後にもう一つ、日本でとにかく印象に
残って、おそらく生涯忘れることがない
であろう出来事は、日本の落とし物
サービスです。お正月が終わってすぐ、
私は財布を無くしてしまいました。日本
障害者リハビリテーション協会のスタッ
フの方に付き添っていただいて、交番に
落とし物をしたことを言いに行きまし
た。見つかることはないだろうと思って
いました。しかし、3時間もしないうちに
見つかったのです。たまたま幸運だった

のかもしれませんが、交番に行って警
察の人と話すなどということになろう
とは思ってもいませんでした。そしてな
んと日本の警察の人がフレンドリー
だったことか！こうして書いていても、
どれだけ自分が日本を好きになったか
をつくづく思い知らされます。日本を後
にするのはとても辛いです。 

しかし、帰国して国の障がい者のコミュ
ニティや自立生活運動に貢献したいと
思います。何をすることになっても、私
にはこれからの旅路をサポートしてくれ
る大きな日本の家族と友人たちがつい
ていてくれています。

この研修を最後までサポートしてくだ
さり、家に帰るのが難しくなってしまっ
てからも支援してくださったダスキン愛
の輪財団に心から感謝します。また、こ
の旅路は、日本障害者リハビリテーショ
ン協会のスタッフの皆さんのお手配と
励ましがなくてはこれだけ有意義なも
のになり得なかったと思います。また、
メインストリーム協会、ヒューマンケア
協会、自立生活センター・リングリング
の皆さんのお導きとサポートがなけれ
ば、自立生活のコンセプトを理解し、ど
のように自立生活運動が社会を変える
かも、理解できませんでした。新型コロ
ナウイルスの感染拡大の中で、多くの友

が私のことを心配し手を差し伸べてく
ださり、このおかげで「たった一人の研
修生」である辛さを克服できました。ダ

スキンの研修生になれたことは生涯で
一番の誇りです。この経験で得た知識、
思い出、愛情は私の翼となって、ベトナ

ムの障がい者の人たちにより良い生活
をもたらすという私の夢を支えてくれる
でしょう。 

世話になりました。本当にありがとうご
ざいました。



16 17

Hieu Thi  Luu Hieu Thi  Luu

個別研修日程・研修場所

Individual Training Schedule

ハックの家

難民を助ける会（AAR）

ヒューマンケア協会

こころん

自立生活センターリングリング

メインストリーム協会

私は2019年9月に来日しました。アク
セシブルなインフラが整い、私の国ベト
ナムとまったく異なる文化がある先進
国で生活するという期待感でわくわく
していました。しかしこの滞在は驚きに
満ち、思ってもみなかったことが次々に
起こる、私が想像していた以上に私の
人生を一変させるものとなりました。日
本でのダスキン研修生としての私の旅
路は、自分の生涯の目標を探し、将来な
りたいと思う自分を見つける旅となり
ました。2020年、新型コロナウイルス
が世界中に蔓延し、このため当初の計
画通りに帰国できない事態になってし

まいました。これまでのダスキン
の研修の21年の歴史の中で、
もっとも長く日本に滞在す
ることとなる研修生となっ
てしまったのです。このレ
ポートは、日本に到着してか
ら私がどのように変わって
いったかを手短にご紹介

するものです。 
日本に来て、
私は他の３
人の研修

生アンジュさん、アリさん、アーワンさ
んと共に３ヵ月日本語を勉強するカリ
キュラムを履修しました。日本語の授業
では新しい文化に触れただけでなく、
新しいコミュニケーションの方法を学
ぶこととなりました。日本の人たちは非
常に礼儀正しくコミュニケーションする
こと、また日本の人たちが他の人の話
に反応するやり方など、さまざまな新
しい表現を学びました。このおかげで、
私も以前より自信をもって人と話せる
ようになりました。
日本語の授業以外には、障がい者を対
象とした日本の福祉サービス制度や、
リーダーとなるうえで必要なソフトスキ
ルなどを題材にしたさまざまなグルー
プ研修がありました。たくさんのことを
学べて、ベトナムの現状との良い比較に
なりました。もっとも印象深かったこと
の一つが、「ドリームマップ」の作成で
す。自分が将来どのようになりたいかに
ついていろいろな設問があり、それに
答える形式なのですが、私はそれまで
何事にも一生懸命当たっていたもの
の、将来どうするか考えたことがなかっ
たので、このセッションで自分の将来像
を描き、自分のなりたいと思うリーダー
像を描くことができました。ドリーム
マップは大変良いツールだと思います。
ベトナムの友人たちにも是非紹介して
使ってもらいたいと思っています。
個別研修では、開始と同時に私の自立生
活経験プログラムも開始になりました。
2020年のお正月休みには、石井雅子さ
んのお宅にホームステイでお邪魔しまし
た。石井さんは神戸の「自立生活セン
ター・リングリング」のスタッフです。ホー

ムステイは、それまで勉強した日本語を
初めて実地に活かす経験となりました。
ほとんど何もわからない中で、石井さ
んのお母さんは大阪弁で私に語り掛け
続けてくださったのですが、私は分かっ
ているような振りをしてニコニコしてい
るしかない有り様でした。しかし数日す
るとホームステイの生活や大阪弁に慣
れてきて、楽になってきました。この間
は自立生活センター・リングリングの
皆さんと会ったり出かけたりしました
が、それ以外にもいろいろ新しい経験
をしました。たとえば着物を着たこと。
たこ焼きを作ったこと。有馬温泉でお
湯に浸かったこと、などです。わずか10
日のお休みでしたが、日本の文化に深
く触れることができました。 
個別研修では２つの福祉施設を訪れま
した。一つは岩手の田野畑村にある
「ハックの家」です。ハックの家は知的
障がいのある大人・子供を支援する施
設です。ここではたくさんの子供たちに
会い、どのように施設で一緒に過ごす
のか見せていただきました。次に訪れ
た施設は福島の「こころん」です。ここ
は農業や里山を活かした就労支援施設
です。ここでは農業による事業や、精神
障がいのある人たちとの作業について
学びました。
こころんの後は、さまざまな自立生活
センターを訪れ、日本の自立生活セン
ターについて学ぶ機会が与えられまし

た。 最初の2つは、神戸の自立生活セン
ター・リングリング、そして八王子の
ヒューマンケア協会でした。ここでは自
立生活のコンセプトを学んだほか、ピ
アカウンセリングの練習をしました。自
立生活については何年も前に聞いたこ
とがありましたが、コンセプトを実地で
行動に移している人たちにお会いした
のは初めてだったので、大変嬉しかった
です。自立生活がどのように日本で始
まったのかや、自立生活センターの現
在の役割などについて話してください
ました。 
次に向かったのは、メインストリーム協
会でした。パンデミックの状況だったの
で、当初１ヵ月とされていた研修の期間
が３ヵ月に延長され、おかげで自立生活
のコンセプトのほか、社会保護施設で
はなく自立生活センターのサービスを
利用しながら地域社会で暮らす人たち
の生活について学ぶことができました。
西宮駅に到着したときにはメインスト
リームの皆さんが100人も出迎えてくだ
さったのでびっくりしました。まるで有名
な歌手にでもなって、ファンが待ってく
れていたかのような気分になりました。
メインストリームの皆さんと過ごす中
で、仲間を持つことの力強さとパワーを
心底感じました。自立生活センターを運
営するには、仲間が必要です。そしてメ
ンバーの間に同じ価値観があることが
大切です。メインストリーム協会では、

書類やテキストなしに、このことを実地
で教えていただいて感謝しています。メ
インストリームでの活動を見て、聴いて
理解することができました。 
東京に戻る前に、「自立生活センター夢
宙」と、「自立支援センターぱあとなぁ」
も訪れました。また新しく友達ができ
てとても楽しかったです。
10ヵ月の研修を通じ、バリアフリー社
会、また障がい者のエンパワメント、仲
間同士のサポート、障がい者を対象と
した介助サービス、就労支援など、障が
い者が地域社会で自立して暮らす上で
大切なことを学びました。
日本に着いて最初に印象に残ったの
は、大都市のバリアフリー環境でした。
日本では電車やバスに乗って一人でほ
とんどどこでも行けますし、公共のビ
ルも障がい者にアクセシブルにできて
います。障がい者の先輩がたが権利擁
護を頑張り自立生活運動を展開してき
たおかげであることも分かったので、電
車に乗るたびに感謝の念を覚えまし
た。一人で車椅子でどこでも行け、自由
な気持ちになれたことは、私にとってと
ても意味がありました。ベトナムをアク
セシブルな国にしようという勇気が湧
いてきたからです。もちろん時間のかか
ることだとは思いますが、あきらめない
つもりです。
ヒューマンケア協会と自立生活セン
ター・リングリングでは、ピアカウンセ

リングを体験しました。日本語でのピ
アカウンセリングはなかなか大変でし
た。時々、何を言われているのか理解で
きないことがありましたが、ピアカウン
セリングによって、自分と自分の障がい
を大切にすることを学びました。「自分
自身を大切にする」はどんな人にとって
も、そしてとくに障がい者にとって、大
切な心構えです。ベトナムに帰ったら多
くの友人にこのことを伝えたいと思い
ます。自分を受け入れることができれ
ば、人生で次のステップに進めますし、
よりよい生き方をするにはどうしたら
いいか見定められるからです。
自立生活のコンセプトで学んだ重要な
ポイントの一つが、障がい者は自分で
決断を下し、その決断について責任を持
つ、ということです。これがどういうこ
とを意味しているのか、当初は分かりま
せんでした。メインストリーム協会でで
きた新しい友人たちが介助サービスを
利用しているのを見るまで分かりませ
んでした。たとえば、料理する場合、介
助者（PA）は障がい者の人がお願いし
た通りに料理します。そして出来た料理
がおいしくなくても、それは介助者の責
任ではなく、料理をどういう風にするの
か決断した障がい者の責任です。この
経験は本当に目から鱗でした。PAはケ

アワーカーとは全く違うのです。そし
て、障がい者が家族の重荷とならずに
尊厳をもって生活することを可能にす
る、素晴らしい仕事です。政府が自立生
活センターに助成金を出してユーザー
に対しこのサービスを提供できるよう
にしていることも素晴らしいです。障が
い者は何もかもぎりぎりまで自分でや
らなくても済むようになり、結婚も含
め、したいことをする時間とエネルギー
の余裕が生まれます。私にとってこの気
づきは大変意味のあることでした。ベト
ナムでは、いつでも、頑張って歩きなさ
い、と会う人すべてに言われ続けてきま
した。しかし日本では、電動車椅子を使
うことで時間ができ、自分の趣味であ
る写真を撮ることに振り向ける余力も
生まれました。つまり、自立生活とは、す
べてを自分でやることではなく、充分な
サポートと合理的配慮を受けて、自分
自身で物事を決め、結果について責任
をとることである、と学んだのです。神
戸の須磨海浜水族園でメインストリー
ムの脳性まひのスタッフによるグループ
の仲間と笑い合ったことを思い出すた
びに、メインストリームでの自立生活の
素晴らしさを思い出します。このときの
ことを思うと、私たち人間はそれぞれ誰
であっても、どんな障がいがあろうと、
自分の人生に対して決断を下す自由を
謳歌する権利がある、という思いを新
たにさせられます。 

新型コロナウイルスの感染の状況下、帰
国のフライトの調整がつくか待ってい

る中で、私たち4人の研修生は幸いにも
障がい平等研修に参加することができ
ました。非常に有意義な研修で、障がい
の定義について、また何をしたら社会
を変えることができるかの新しいアプ
ローチについて、そしてそれを他の人た
ちとどう共有するかを学びました。
この後、私を除く3人の研修生は帰国の
途に就きました。残された私は様々なソ
フトスキルの研修や、関心のある実証実
験などに時間を使って知識を磨こうと
決めました。中でも写真撮影の研修を
手配していただけたのは大変嬉しかっ
たです。プロの写真家のようにカメラを
使って撮影しようとは考えたこともあり
ませんでしたが、ニコンのカメラを使っ
てからは、カメラのレンズを通して物を
観察するのが大好きになりました。ま
た、写真のおかげで、自分の視点を分か

ち合える仲間もできました。帰国したら
こうしたスキルを活かして障がいのある
人たちについての前向きなイメージを広
めていきたいと思っています。 
また、美術館に行ったり絵画を描くクラ
スや焼き物のレッスンに参加したり、映
画を見たり、ペットカフェを訪れたり
と、さまざまな芸術・エンターテインメ
ント関係の活動にも参加しました。サッ
カーも見に行きました。こうした活動を
通して、知識だけでなく、車椅子ユー
ザーのためにこれらのサービスがどの
ように設計されているかを学ぶことが
できました。また、DPIの佐藤さんによ
る、アクセシブル・スタジアムの講義か
らは多くを学びました。 
さらに、再び八王子を訪れて、社会福祉
企業の活動を見学するチャンスもあり
ました。ここではさまざまな障がいを
持つ人たちが一緒に働いていました。と
ても良い経験でしたので、この経験に
ついてレポートをまとめ、ベトナムの友
人たちに送りました。この友人と日本モ
デルに基づいてどうやって職業研修セ
ンターを立ち上げられるかの議論にも
つながりました。 
最後に残った唯一の研修生になったお
かげで、日本障害者リハビリテーション
協会のスタッフの皆さんのお手配によ
り、雑誌のモデルをするとか、盲導犬の
協会を訪問するとか、美容の仕事に関
わっている人たちに会うなどそれまで
の研修の歴史にない初めての経験をす
る機会にも恵まれました。こうした「初
体験」によって、日本の障がい者の人た
ちにはより広範な道が開けていること
を知り、こうした皆さんがどのように全
ての人が同じ権利を享受できるインク
ルーシブな社会を作ろうとしているの
かを目の当たりにすることができたの
で、大変貴重な経験でした。
健康はとても大切ですから、滞在中は
リハビリのクリニックに通ったり、新宿
区障害者福祉センターのマッサージ
サービスを受けたりしました。また、電
動車椅子サッカーをしたり、アジアの障

がい者活動を支援する会（ADDP）の
ユニバーサル・スポーツフェスティバル
に参加したりしました。こういった運動
のおかげで、自信がつき、生活も楽しく
なりました。ベトナムでも脊髄損傷の仲
間たちとこうした経験を分かち合いた
いと思っています。 
2年続けて日本でお正月を迎えるとは
思っていませんでしたが、ライフクオリ
ティ・カーザを清里で経営する盛上さ
んご家族とお正月を過ごせたのはとて
も楽しかったです。一緒に花火を見に
行ったり、星を見たり（でも雪がすご
かったです）、美味しい食事をたくさん
ご一緒しました。一年で一番大切なお
正月という時間に、私の家族になってく
ださったのでした。 

ここまで書きましたが、ここではこの一
年で経験したことは書ききれません。
最後にもう一つ、日本でとにかく印象に
残って、おそらく生涯忘れることがない
であろう出来事は、日本の落とし物
サービスです。お正月が終わってすぐ、
私は財布を無くしてしまいました。日本
障害者リハビリテーション協会のスタッ
フの方に付き添っていただいて、交番に
落とし物をしたことを言いに行きまし
た。見つかることはないだろうと思って
いました。しかし、3時間もしないうちに
見つかったのです。たまたま幸運だった

のかもしれませんが、交番に行って警
察の人と話すなどということになろう
とは思ってもいませんでした。そしてな
んと日本の警察の人がフレンドリー
だったことか！こうして書いていても、
どれだけ自分が日本を好きになったか
をつくづく思い知らされます。日本を後
にするのはとても辛いです。 

しかし、帰国して国の障がい者のコミュ
ニティや自立生活運動に貢献したいと
思います。何をすることになっても、私
にはこれからの旅路をサポートしてくれ
る大きな日本の家族と友人たちがつい
ていてくれています。

この研修を最後までサポートしてくだ
さり、家に帰るのが難しくなってしまっ
てからも支援してくださったダスキン愛
の輪財団に心から感謝します。また、こ
の旅路は、日本障害者リハビリテーショ
ン協会のスタッフの皆さんのお手配と
励ましがなくてはこれだけ有意義なも
のになり得なかったと思います。また、
メインストリーム協会、ヒューマンケア
協会、自立生活センター・リングリング
の皆さんのお導きとサポートがなけれ
ば、自立生活のコンセプトを理解し、ど
のように自立生活運動が社会を変える
かも、理解できませんでした。新型コロ
ナウイルスの感染拡大の中で、多くの友

が私のことを心配し手を差し伸べてく
ださり、このおかげで「たった一人の研
修生」である辛さを克服できました。ダ

スキンの研修生になれたことは生涯で
一番の誇りです。この経験で得た知識、
思い出、愛情は私の翼となって、ベトナ

ムの障がい者の人たちにより良い生活
をもたらすという私の夢を支えてくれる
でしょう。 

2020年1月～2020年5月

1月9日（木）～1月22日（水）

2月5日（水）～7日（金）

2月10日（月）～2月28日（金）

3月4日（水）～3月13日（金）

3月16日（月）～3月19日（木）

3月23日（月）～5月8（金）
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では新しい文化に触れただけでなく、
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ぶこととなりました。日本の人たちは非
常に礼儀正しくコミュニケーションする
こと、また日本の人たちが他の人の話
に反応するやり方など、さまざまな新
しい表現を学びました。このおかげで、
私も以前より自信をもって人と話せる
ようになりました。
日本語の授業以外には、障がい者を対
象とした日本の福祉サービス制度や、
リーダーとなるうえで必要なソフトスキ
ルなどを題材にしたさまざまなグルー
プ研修がありました。たくさんのことを
学べて、ベトナムの現状との良い比較に
なりました。もっとも印象深かったこと
の一つが、「ドリームマップ」の作成で
す。自分が将来どのようになりたいかに
ついていろいろな設問があり、それに
答える形式なのですが、私はそれまで
何事にも一生懸命当たっていたもの
の、将来どうするか考えたことがなかっ
たので、このセッションで自分の将来像
を描き、自分のなりたいと思うリーダー
像を描くことができました。ドリーム
マップは大変良いツールだと思います。
ベトナムの友人たちにも是非紹介して
使ってもらいたいと思っています。
個別研修では、開始と同時に私の自立生
活経験プログラムも開始になりました。
2020年のお正月休みには、石井雅子さ
んのお宅にホームステイでお邪魔しまし
た。石井さんは神戸の「自立生活セン
ター・リングリング」のスタッフです。ホー

ムステイは、それまで勉強した日本語を
初めて実地に活かす経験となりました。
ほとんど何もわからない中で、石井さ
んのお母さんは大阪弁で私に語り掛け
続けてくださったのですが、私は分かっ
ているような振りをしてニコニコしてい
るしかない有り様でした。しかし数日す
るとホームステイの生活や大阪弁に慣
れてきて、楽になってきました。この間
は自立生活センター・リングリングの
皆さんと会ったり出かけたりしました
が、それ以外にもいろいろ新しい経験
をしました。たとえば着物を着たこと。
たこ焼きを作ったこと。有馬温泉でお
湯に浸かったこと、などです。わずか10
日のお休みでしたが、日本の文化に深
く触れることができました。 
個別研修では２つの福祉施設を訪れま
した。一つは岩手の田野畑村にある
「ハックの家」です。ハックの家は知的
障がいのある大人・子供を支援する施
設です。ここではたくさんの子供たちに
会い、どのように施設で一緒に過ごす
のか見せていただきました。次に訪れ
た施設は福島の「こころん」です。ここ
は農業や里山を活かした就労支援施設
です。ここでは農業による事業や、精神
障がいのある人たちとの作業について
学びました。
こころんの後は、さまざまな自立生活
センターを訪れ、日本の自立生活セン
ターについて学ぶ機会が与えられまし

た。 最初の2つは、神戸の自立生活セン
ター・リングリング、そして八王子の
ヒューマンケア協会でした。ここでは自
立生活のコンセプトを学んだほか、ピ
アカウンセリングの練習をしました。自
立生活については何年も前に聞いたこ
とがありましたが、コンセプトを実地で
行動に移している人たちにお会いした
のは初めてだったので、大変嬉しかった
です。自立生活がどのように日本で始
まったのかや、自立生活センターの現
在の役割などについて話してください
ました。 
次に向かったのは、メインストリーム協
会でした。パンデミックの状況だったの
で、当初１ヵ月とされていた研修の期間
が３ヵ月に延長され、おかげで自立生活
のコンセプトのほか、社会保護施設で
はなく自立生活センターのサービスを
利用しながら地域社会で暮らす人たち
の生活について学ぶことができました。
西宮駅に到着したときにはメインスト
リームの皆さんが100人も出迎えてくだ
さったのでびっくりしました。まるで有名
な歌手にでもなって、ファンが待ってく
れていたかのような気分になりました。
メインストリームの皆さんと過ごす中
で、仲間を持つことの力強さとパワーを
心底感じました。自立生活センターを運
営するには、仲間が必要です。そしてメ
ンバーの間に同じ価値観があることが
大切です。メインストリーム協会では、

書類やテキストなしに、このことを実地
で教えていただいて感謝しています。メ
インストリームでの活動を見て、聴いて
理解することができました。 
東京に戻る前に、「自立生活センター夢
宙」と、「自立支援センターぱあとなぁ」
も訪れました。また新しく友達ができ
てとても楽しかったです。
10ヵ月の研修を通じ、バリアフリー社
会、また障がい者のエンパワメント、仲
間同士のサポート、障がい者を対象と
した介助サービス、就労支援など、障が
い者が地域社会で自立して暮らす上で
大切なことを学びました。
日本に着いて最初に印象に残ったの
は、大都市のバリアフリー環境でした。
日本では電車やバスに乗って一人でほ
とんどどこでも行けますし、公共のビ
ルも障がい者にアクセシブルにできて
います。障がい者の先輩がたが権利擁
護を頑張り自立生活運動を展開してき
たおかげであることも分かったので、電
車に乗るたびに感謝の念を覚えまし
た。一人で車椅子でどこでも行け、自由
な気持ちになれたことは、私にとってと
ても意味がありました。ベトナムをアク
セシブルな国にしようという勇気が湧
いてきたからです。もちろん時間のかか
ることだとは思いますが、あきらめない
つもりです。
ヒューマンケア協会と自立生活セン
ター・リングリングでは、ピアカウンセ

リングを体験しました。日本語でのピ
アカウンセリングはなかなか大変でし
た。時々、何を言われているのか理解で
きないことがありましたが、ピアカウン
セリングによって、自分と自分の障がい
を大切にすることを学びました。「自分
自身を大切にする」はどんな人にとって
も、そしてとくに障がい者にとって、大
切な心構えです。ベトナムに帰ったら多
くの友人にこのことを伝えたいと思い
ます。自分を受け入れることができれ
ば、人生で次のステップに進めますし、
よりよい生き方をするにはどうしたら
いいか見定められるからです。
自立生活のコンセプトで学んだ重要な
ポイントの一つが、障がい者は自分で
決断を下し、その決断について責任を持
つ、ということです。これがどういうこ
とを意味しているのか、当初は分かりま
せんでした。メインストリーム協会でで
きた新しい友人たちが介助サービスを
利用しているのを見るまで分かりませ
んでした。たとえば、料理する場合、介
助者（PA）は障がい者の人がお願いし
た通りに料理します。そして出来た料理
がおいしくなくても、それは介助者の責
任ではなく、料理をどういう風にするの
か決断した障がい者の責任です。この
経験は本当に目から鱗でした。PAはケ

アワーカーとは全く違うのです。そし
て、障がい者が家族の重荷とならずに
尊厳をもって生活することを可能にす
る、素晴らしい仕事です。政府が自立生
活センターに助成金を出してユーザー
に対しこのサービスを提供できるよう
にしていることも素晴らしいです。障が
い者は何もかもぎりぎりまで自分でや
らなくても済むようになり、結婚も含
め、したいことをする時間とエネルギー
の余裕が生まれます。私にとってこの気
づきは大変意味のあることでした。ベト
ナムでは、いつでも、頑張って歩きなさ
い、と会う人すべてに言われ続けてきま
した。しかし日本では、電動車椅子を使
うことで時間ができ、自分の趣味であ
る写真を撮ることに振り向ける余力も
生まれました。つまり、自立生活とは、す
べてを自分でやることではなく、充分な
サポートと合理的配慮を受けて、自分
自身で物事を決め、結果について責任
をとることである、と学んだのです。神
戸の須磨海浜水族園でメインストリー
ムの脳性まひのスタッフによるグループ
の仲間と笑い合ったことを思い出すた
びに、メインストリームでの自立生活の
素晴らしさを思い出します。このときの
ことを思うと、私たち人間はそれぞれ誰
であっても、どんな障がいがあろうと、
自分の人生に対して決断を下す自由を
謳歌する権利がある、という思いを新
たにさせられます。 

新型コロナウイルスの感染の状況下、帰
国のフライトの調整がつくか待ってい

る中で、私たち4人の研修生は幸いにも
障がい平等研修に参加することができ
ました。非常に有意義な研修で、障がい
の定義について、また何をしたら社会
を変えることができるかの新しいアプ
ローチについて、そしてそれを他の人た
ちとどう共有するかを学びました。
この後、私を除く3人の研修生は帰国の
途に就きました。残された私は様々なソ
フトスキルの研修や、関心のある実証実
験などに時間を使って知識を磨こうと
決めました。中でも写真撮影の研修を
手配していただけたのは大変嬉しかっ
たです。プロの写真家のようにカメラを
使って撮影しようとは考えたこともあり
ませんでしたが、ニコンのカメラを使っ
てからは、カメラのレンズを通して物を
観察するのが大好きになりました。ま
た、写真のおかげで、自分の視点を分か

ち合える仲間もできました。帰国したら
こうしたスキルを活かして障がいのある
人たちについての前向きなイメージを広
めていきたいと思っています。 
また、美術館に行ったり絵画を描くクラ
スや焼き物のレッスンに参加したり、映
画を見たり、ペットカフェを訪れたり
と、さまざまな芸術・エンターテインメ
ント関係の活動にも参加しました。サッ
カーも見に行きました。こうした活動を
通して、知識だけでなく、車椅子ユー
ザーのためにこれらのサービスがどの
ように設計されているかを学ぶことが
できました。また、DPIの佐藤さんによ
る、アクセシブル・スタジアムの講義か
らは多くを学びました。 
さらに、再び八王子を訪れて、社会福祉
企業の活動を見学するチャンスもあり
ました。ここではさまざまな障がいを
持つ人たちが一緒に働いていました。と
ても良い経験でしたので、この経験に
ついてレポートをまとめ、ベトナムの友
人たちに送りました。この友人と日本モ
デルに基づいてどうやって職業研修セ
ンターを立ち上げられるかの議論にも
つながりました。 
最後に残った唯一の研修生になったお
かげで、日本障害者リハビリテーション
協会のスタッフの皆さんのお手配によ
り、雑誌のモデルをするとか、盲導犬の
協会を訪問するとか、美容の仕事に関
わっている人たちに会うなどそれまで
の研修の歴史にない初めての経験をす
る機会にも恵まれました。こうした「初
体験」によって、日本の障がい者の人た
ちにはより広範な道が開けていること
を知り、こうした皆さんがどのように全
ての人が同じ権利を享受できるインク
ルーシブな社会を作ろうとしているの
かを目の当たりにすることができたの
で、大変貴重な経験でした。
健康はとても大切ですから、滞在中は
リハビリのクリニックに通ったり、新宿
区障害者福祉センターのマッサージ
サービスを受けたりしました。また、電
動車椅子サッカーをしたり、アジアの障

がい者活動を支援する会（ADDP）の
ユニバーサル・スポーツフェスティバル
に参加したりしました。こういった運動
のおかげで、自信がつき、生活も楽しく
なりました。ベトナムでも脊髄損傷の仲
間たちとこうした経験を分かち合いた
いと思っています。 
2年続けて日本でお正月を迎えるとは
思っていませんでしたが、ライフクオリ
ティ・カーザを清里で経営する盛上さ
んご家族とお正月を過ごせたのはとて
も楽しかったです。一緒に花火を見に
行ったり、星を見たり（でも雪がすご
かったです）、美味しい食事をたくさん
ご一緒しました。一年で一番大切なお
正月という時間に、私の家族になってく
ださったのでした。 

ここまで書きましたが、ここではこの一
年で経験したことは書ききれません。
最後にもう一つ、日本でとにかく印象に
残って、おそらく生涯忘れることがない
であろう出来事は、日本の落とし物
サービスです。お正月が終わってすぐ、
私は財布を無くしてしまいました。日本
障害者リハビリテーション協会のスタッ
フの方に付き添っていただいて、交番に
落とし物をしたことを言いに行きまし
た。見つかることはないだろうと思って
いました。しかし、3時間もしないうちに
見つかったのです。たまたま幸運だった

のかもしれませんが、交番に行って警
察の人と話すなどということになろう
とは思ってもいませんでした。そしてな
んと日本の警察の人がフレンドリー
だったことか！こうして書いていても、
どれだけ自分が日本を好きになったか
をつくづく思い知らされます。日本を後
にするのはとても辛いです。 

しかし、帰国して国の障がい者のコミュ
ニティや自立生活運動に貢献したいと
思います。何をすることになっても、私
にはこれからの旅路をサポートしてくれ
る大きな日本の家族と友人たちがつい
ていてくれています。

この研修を最後までサポートしてくだ
さり、家に帰るのが難しくなってしまっ
てからも支援してくださったダスキン愛
の輪財団に心から感謝します。また、こ
の旅路は、日本障害者リハビリテーショ
ン協会のスタッフの皆さんのお手配と
励ましがなくてはこれだけ有意義なも
のになり得なかったと思います。また、
メインストリーム協会、ヒューマンケア
協会、自立生活センター・リングリング
の皆さんのお導きとサポートがなけれ
ば、自立生活のコンセプトを理解し、ど
のように自立生活運動が社会を変える
かも、理解できませんでした。新型コロ
ナウイルスの感染拡大の中で、多くの友

　ヒョウちゃんに出会ってもうすぐ１年になりますね。

　コロナの影響で日本は緊急事態宣言になり、メインスト

リーム協会も閑散とした事務所でしたが、ヒョウちゃんが

来てパッと明るくなりました。

　活発的に外出はできなかったけど、事務所でよくご飯食べた

り、飲みニケーションしたりとすごく楽しい思い出ばかりです。

　一番印象的だったのは、ベトナムで自立生活センターを

作りたいと言ってくれたことです。

　メインストリーム協会で研修し、そこでこの活動の楽し

さを知ってくれてすごく嬉しかったです。

　ベトナムでヒョウちゃんが仲間と活動している姿を見る

のを楽しみにしています！！

メインストリーム協会

真名野　枝里子

　ヒョウちゃんお久しぶりです。

　東京で元気にやっていますか？ヒョウちゃんとはよく話し

て、遊びましたね。

　研修を終えて、夜一緒にお酒を呑んで夜中まで熱い話や

面白い話、たくさんしましたね。

　脳性麻痺４人だけで水族館に行って、ヒョウちゃんは初め

てペンギンを見て興奮したのかペンギンの鳴き真似をして

いたことを昨日の事の様に覚えています。

　ヒョウちゃんは今後、ベトナムで自立生活センターを作っ

て活動すると言っていましたね。次会うときは、研修生では

なく、同じ志を持つ人として一緒に活動しましょう！

メインストリーム協会

田村　夏生

ヒヨウさんの活躍を楽しみにしています。

Message to Trainee

　ねこちゃんと初めて会ったのは、リングリングのスタッ

フの家にホームステイに来たときでした。研修とは違った

関わりだったので、一緒に観光に行ったりおいしいもの

を食べたり、ただただ楽しい時間を共にしました。

　特に、おいしいものを見つけたとき、お気に入りのグッ

ズを買えたときの満面の笑みが印象に残っています。素

のねこちゃんは、人懐っこく、話の面白い魅力的な女性で

した。

　その3ヵ月後、今度は研修生として、再び来てくれました。

ピアカンや権利など、深く自分の内面に向き合う研修をし

ました。この中では、ねこちゃんの努力家で意志の強い面

が発揮されました。好奇心が強く、積極的に質問をしたり

自分の考えを語ったりする姿がかっこよかったです。

　コロナのためベトナムに帰れず、ひとり日本に残るのは

大変な日々だったと思います。これを良くとらえるなら

ば、研修期間が延びて、より多くを学んで持ち帰れるとい

うことでもあります。ねこちゃんのことですから、きっと、

この逆境もうまく活かして、日本で得た知識と経験を、コ

ロナ以降のベトナムの障がい者たちのために使ってくれ

ることと思います。応援しています。

自立生活センターリングリング

代表　中尾　悦子

研修生へのメッセージ

ベトナムの障がい者たちのために。

Message to Trainee研修生へのメッセージ

＊「ねこちゃん」とは、ヒョウさんのニックネームです。

が私のことを心配し手を差し伸べてく
ださり、このおかげで「たった一人の研
修生」である辛さを克服できました。ダ

スキンの研修生になれたことは生涯で
一番の誇りです。この経験で得た知識、
思い出、愛情は私の翼となって、ベトナ

ムの障がい者の人たちにより良い生活
をもたらすという私の夢を支えてくれる
でしょう。 


